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植
民
地
期
朝
鮮
に
お
け
る
普
通
学
校
の
農
業
科
と
勧
農
政
策

　

―

一
九
一
〇
年
代
を
中
心
に―

圡　

井　

浩　

嗣

一　

は
じ
め
に

　

朝
鮮
の
植
民
地
農
政
の
原
点
は
、
日
露
戦
争
下
で
農
商
務
省
が
主
導
し
た
「
韓
国
土
地
農
産
調
査
」
に
も
と
め
る
こ
と
が
で
き
る
。

日
本
人
農
学
者
に
よ
っ
て
実
施
さ
れ
た
こ
の
調
査
は
、
朝
鮮
全
土
を
網
羅
す
る
最
も
大
規
模
か
つ
精
緻
な
農
事
調
査
で
あ
り
、
そ
の

後
の
農
政
確
立
の
基
礎
と
な
る
膨
大
な
資
料
を
提
供
す
る
と
同
時
に
、
勧
業
模
範
場
や
水
原
農
林
学
校
な
ど
勧
農
機
関
設
置
の
直
接

的
な
契
機
と
な
っ
た
。
し
か
し
な
が
ら
、
朝
鮮
の
植
民
地
農
政
の
本
格
的
な
開
始
と
い
う
点
で
い
え
ば
、
そ
れ
は
併
合
か
ら
一
年
半

余
り
が
経
過
し
た
一
九
一
二
（
明
治
四
五
・
大
正
元
）
年
の
時
点
で
あ
っ
た
と
い
う
こ
と
が
で
き
よ
う
。
こ
の
年
の
三
月
、
朝
鮮
総

督
寺
内
正
毅
は
、
棉
作
・
畜
牛
・
米
作
・
蚕
業
の
改
良
増
殖
に
関
す
る
四
つ
の
訓
令
を
相
次
い
で
公
布
し
、
朝
鮮
の
重
要
農
産
物
に

つ
い
て
そ
の
改
良
方
針
を
具
体
的
に
指
示
す
る
に
至
っ
て
い
る
の
で
あ
る
。
こ
の
訓
令
公
布
の
背
景
に
は
、
勧
業
模
範
場
・
種
苗
場
、

農
業
学
校
、
農
会
な
ど
主
に
農
業
技
術
面
か
ら
植
民
地
農
政
を
支
え
る
朝
鮮
の
勧
農
体
制
が
、
ま
さ
に
こ
の
一
二
年
の
時
点
で
朝
鮮

各
道
に
ひ
と
ま
ず
整
備
さ
れ
た
こ
と
が
大
き
く
関
係
し
て
い
る
と
考
え
ら
れ
る
）
1
（

。

　

元
来
、
こ
の
勧
農
体
制
は
、
日
本
「
内
地
」（
以
下
、
括
弧
と
る
）
で
明
治
三
〇
年
代
ま
で
に
完
成
さ
れ
た
も
の
で
あ
り
、
朝
鮮

に
は
併
合
前
後
の
時
期
に
そ
の
移
植
が
進
め
ら
れ
た
。
勧
農
体
制
は
、
農
事
試
験
場
な
ど
の
農
事
試
験
研
究
機
関
、
農
業
学
校
な
ど

の
農
業
教
育
機
関
、
農
会
な
ど
の
農
業
団
体
、
そ
し
て
行
政
官
庁
と
い
う
多
種
多
様
な
機
関
・
組
織
に
よ
っ
て
成
り
立
っ
て
い
た
が
、

そ
の
本
質
は
、
農
学
会
発
表
の
『
興
農
論
策
』（
一
八
九
一
年
一
月
）
に
も
あ
る
通
り
、
農
村
・
農
民
に
対
す
る
「
直
接
間
接
ノ
農
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業
教
育
」
で
あ
っ
た
と
い
っ
て
よ
い
）
2
（

。
そ
の
意
味
で
、
勧
農
体
制
を
構
成
す
る
各
機
関
・
組
織
は
、
農
村
現
場
で
広
義
の
「
農
業
教
育
」

を
実
現
す
る
た
め
の
さ
ま
ざ
ま
な
「
手
段
」
で
あ
っ
た
と
い
え
る
の
で
あ
る
。
さ
ら
に
進
ん
で
、
こ
の
広
義
の
「
農
業
教
育
」
の
内

容
を
整
理
す
る
な
ら
ば
、
新
た
な
農
業
技
術
を
農
村
現
場
に
普
及
さ
せ
よ
う
と
す
る
と
き
、
ま
ず
は
主
に
こ
と
ば
を
介
し
て
農
業
に

関
す
る
知
識
や
情
報
が
農
民
に
伝
達
さ
れ
る
。
こ
れ
に
は
農
業
技
術
者
に
よ
る
説
明
・
指
導
は
も
ち
ろ
ん
の
こ
と
、
場
合
に
よ
っ
て

は
警
察
権
力
に
よ
る
暴
力
的
「
強
制
」
も
含
ま
れ
て
い
る
。
し
か
し
、
農
業
技
術
を
農
村
現
場
で
実
際
に
普
及
・
定
着
さ
せ
て
い
く

た
め
に
は
、
そ
れ
以
外
に
農
民
自
身
が
反
復
練
習
や
実
体
験
を
経
て
農
作
物
の
栽
培
方
法
や
農
機
具
の
操
作
方
法
な
ど
に
習
熟
し
て

い
く
過
程
が
極
め
て
重
要
で
あ
っ
た
と
考
え
ら
れ
る
の
で
あ
る
）
3
（

。

　

こ
う
し
た
研
究
視
角
は
、
日
本
内
地
の
み
な
ら
ず
勧
農
体
制
が
移
植
さ
れ
た
植
民
地
朝
鮮
で
も
同
様
に
有
効
で
あ
る
こ
と
は
い
う

ま
で
も
な
い
。
朝
鮮
の
植
民
地
農
政
は
、
農
業
技
術
面
か
ら
見
れ
ば
、
日
本
で
確
立
さ
れ
た
近
代
農
学
の
朝
鮮
へ
の
全
面
的
移
植
で

あ
っ
た
と
特
徴
づ
け
ら
れ
る
が
、
そ
の
実
態
を
解
明
す
る
た
め
に
は
、
従
来
か
ら
指
摘
さ
れ
て
い
る
警
察
権
力
に
よ
る
農
事
改
良
の

強
制
と
い
う
見
方
だ
け
で
は
不
十
分
で
あ
ろ
う
。
そ
れ
よ
り
も
む
し
ろ
朝
鮮
の
勧
農
体
制
の
枠
組
み
を
通
じ
て
、
近
代
農
学
を
理
解

し
習
得
し
た
朝
鮮
人
農
民
を
植
民
地
農
政
の
「
担
い
手
」
と
し
て
ど
の
よ
う
に
育
成
し
よ
う
と
試
み
た
の
か
と
い
う
課
題
を
追
究
す

る
こ
と
が
何
よ
り
も
重
要
で
あ
る
と
考
え
る
。

　

そ
こ
で
、
本
稿
で
は
、
以
上
述
べ
た
よ
う
な
問
題
意
識
に
基
づ
い
て
、
日
本
内
地
の
尋
常
小
学
校
に
該
当
す
る
朝
鮮
の
普
通
学
校

で
一
九
一
〇
年
代
を
中
心
に
広
範
に
実
施
さ
れ
た
、
農
業
科
）
4
（

を
核
と
す
る
農
業
教
育
に
着
目
す
る
こ
と
に
し
た
。
具
体
的
に
は
次
の

三
つ
の
段
階
を
踏
ん
で
考
察
し
て
い
く
。

　

ま
ず
最
初
に
、
日
本
内
地
の
教
育
政
策
の
動
向
、
と
り
わ
け
高
等
小
学
校
で
の
農
業
科
の
普
及
・
定
着
や
戊
申
詔
書
発
布
に
焦
点

を
当
て
、
朝
鮮
の
普
通
学
校
に
お
け
る
農
業
科
の
準
必
修
科
目
化
に
つ
い
て
整
理
し
て
い
く
。
次
に
、
普
通
学
校
の
農
業
科
の
教
育

内
容
に
つ
い
て
、
学
校
内
と
学
校
外
に
区
別
し
て
そ
の
実
態
を
明
ら
か
に
し
て
い
く
。
学
校
内
の
活
動
で
は
、
教
科
書
を
軸
と
し
て

主
に
こ
と
ば
を
介
し
て
教
授
さ
れ
る
学
科
と
、
学
校
園
・
実
習
地
・
学
校
林
を
使
用
し
て
実
施
さ
れ
る
農
業
実
習
に
つ
い
て
、
ま
た

学
校
外
の
活
動
で
は
、
生
産
物
配
付
、「
一
坪
農
業
」
や
卒
業
生
指
導
な
ど
学
校
周
辺
地
域
へ
の
勧
農
活
動
の
側
面
に
つ
い
て
取
り
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上
げ
る
。
そ
し
て
最
後
に
、
普
通
学
校
農
業
科
の
も
つ
限
界
性
と
有
効
性
の
両
面
に
つ
い
て
検
討
し
、
一
〇
年
代
に
お
け
る
植
民
地

農
政
の
「
担
い
手
」
育
成
の
試
み
に
若
干
の
考
察
を
加
え
る
こ
と
に
す
る
。
な
お
、
朝
鮮
人
生
徒
を
対
象
と
す
る
普
通
学
校
に
は
、

官
立
・
公
立
・
私
立
の
三
種
が
存
在
し
た
が
、
そ
の
大
多
数
は
公
立
普
通
学
校
で
あ
っ
た
）
5
（

。
よ
っ
て
本
稿
で
は
、
基
本
的
に
公
立
普

通
学
校
を
研
究
対
象
と
し
て
設
定
し
て
い
る
。

　

そ
れ
で
は
、
本
論
に
入
る
前
に
、
植
民
地
期
朝
鮮
の
普
通
学
校
に
お
け
る
農
業
科
お
よ
び
農
業
教
育
に
関
連
す
る
先
行
研
究
を
整

理
し
て
お
く
こ
と
に
し
よ
う
。

　

朝
鮮
の
普
通
学
校
を
め
ぐ
る
従
来
の
研
究
は
、
大
き
く
分
け
て
二
つ
の
方
向
か
ら
分
析
が
進
め
ら
れ
て
き
た
。
一
つ
は
、「
朝
鮮

教
育
令
」「
普
通
学
校
規
則
」
な
ど
の
関
係
法
令
や
教
育
制
度
の
内
容
あ
る
い
は
そ
の
変
遷
に
注
目
す
る
こ
と
で
、
朝
鮮
総
督
府
の

教
育
政
策
の
特
徴
を
把
握
し
よ
う
と
す
る
も
の
で
あ
る
。
も
う
一
つ
は
、
植
民
地
教
育
政
策
が
も
つ
同
化
主
義
的
側
面
を
究
明
す
る

た
め
に
、
そ
れ
と
直
結
す
る
「
国
語
」
や
「
修
身
」
な
ど
の
教
科
目
の
教
授
内
容
を
教
科
書
の
記
述
な
ど
か
ら
考
察
し
よ
う
と
す
る

も
の
で
あ
る
。
し
か
し
そ
の
反
面
、
本
稿
が
研
究
対
象
と
す
る
農
業
科
を
は
じ
め
商
業
科
、
手
工
科
な
ど
の
実
業
的
教
科
目
に
関
す

る
研
究
は
、
日
韓
両
国
で
こ
れ
ま
で
ほ
と
ん
ど
行
わ
れ
て
こ
な
か
っ
た
。

　

そ
の
な
か
で
普
通
学
校
の
農
業
科
も
し
く
は
実
業
科
に
関
す
る
数
少
な
い
先
行
研
究
と
し
て
、
呉
成
哲
と
稲
葉
継
雄
の
研
究
を
挙

げ
る
こ
と
が
で
き
る
。
呉
成
哲
の
「
植
民
地
朝
鮮
の
普
通
学
校
に
お
け
る
職
業
教
育
」（
二
〇
〇
〇
年
）
6
（

）
は
、
普
通
学
校
に
お
け
る

一
九
二
九
（
昭
和
四
）
年
の
職
業
科
の
必
修
科
目
化
と
三
〇
年
代
前
半
の
「
教
育
実
際
化
」
政
策
に
つ
い
て
、
教
育
内
容
の
実
際
も

含
め
て
整
理
・
考
察
し
た
も
の
で
あ
る
。
た
だ
し
、
呉
成
哲
の
分
析
は
、
同
じ
時
期
に
朝
鮮
全
土
で
展
開
さ
れ
た
農
村
振
興
運
動
の

一
環
と
し
て
位
置
づ
け
る
傾
向
が
強
く
、
二
〇
年
代
以
前
の
実
業
科
の
動
向
に
つ
い
て
は
十
分
な
注
意
が
払
わ
れ
て
い
な
い
嫌
い
が

あ
る
）
7
（

。
次
に
、
稲
葉
継
雄
の
『
朝
鮮
植
民
地
教
育
政
策
史
の
再
検
討
』（
二
〇
一
〇
年
）
8
（

）
で
は
、「
寺
内
が
初
等
普
通
教
育
に
次
い
で

重
視
し
た
の
は
実
業
教
育
で
あ
っ
た
」
と
述
べ
、
そ
の
具
体
例
と
し
て
「
普
通
学
校
に
お
け
る
実
業
科
目
（
農
業
初
歩
、
商
業
初
歩
）

の
準
必
修
化
」
を
指
摘
し
て
い
る
が
、
よ
り
踏
み
込
ん
だ
実
態
解
明
ま
で
は
行
わ
れ
て
い
な
い
）
9
（

。

　

そ
こ
で
、
本
稿
の
考
察
に
と
っ
て
大
い
に
参
考
と
な
る
の
が
、
日
本
内
地
の
高
等
小
学
校
に
お
け
る
農
業
科
に
関
す
る
研
究
で
あ
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る
。
残
念
な
が
ら
近
代
日
本
教
育
史
研
究
の
中
で
も
こ
の
領
域
に
関
す
る
研
究
は
比
較
的
少
な
い
が
、
明
治
後
期
か
ら
大
正
期
に
お

け
る
実
業
科
の
実
施
状
況
と
そ
の
内
容
を
丁
寧
に
分
析
し
た
森
下
一
期
の
研
究
）
10
（

、「
一
坪
農
業
」
の
実
態
や
教
科
書
編
纂
発
行
状
況

の
整
理
か
ら
農
業
科
の
教
育
実
態
の
一
端
を
明
ら
か
に
し
た
大
河
内
信
夫
の
研
究
）
11
（

、
戦
前
の
高
等
小
学
校
制
度
を
歴
史
的
・
実
証
的

に
考
察
し
た
三
羽
光
彦
の
研
究
）
12
（

は
、
極
め
て
重
要
な
先
行
研
究
で
あ
る
と
位
置
づ
け
ら
れ
る
。

二　

普
通
学
校
に
お
け
る
農
業
科
の
普
及

（
１
）
農
業
科
の
準
必
修
科
目
化

　

ま
ず
初
め
に
、
一
九
一
〇
年
代
の
朝
鮮
の
普
通
学
校
に
お
い
て
農
業
科
、
正
確
に
言
え
ば
「
農
業
初
歩
」
が
法
令
上
ど
の
よ
う
に

規
定
さ
れ
て
い
た
の
か
を
確
認
す
る
こ
と
に
す
る
。

　

朝
鮮
総
督
府
は
、
併
合
の
翌
年
一
九
一
一
（
明
治
四
四
）
年
八
月
二
四
日
に
勅
令
第
二
二
九
号
「
朝
鮮
教
育
令
」、
い
わ
ゆ
る
第

一
次
朝
鮮
教
育
令
を
公
布
し
、
植
民
地
朝
鮮
の
教
育
制
度
を
確
立
し
た
。
こ
の
法
令
は
、
朝
鮮
人
教
育
の
み
を
対
象
と
し
た
法
令
で

あ
り
、
同
年
一
一
月
一
日
に
施
行
さ
れ
た
が
、
同
時
に
普
通
学
校
・
高
等
普
通
学
校
・
実
業
学
校
な
ど
各
学
校
別
の
規
程
も
制
定
さ

れ
た
。
し
た
が
っ
て
、
一
〇
年
代
の
普
通
学
校
の
法
的
内
容
に
関
し
て
は
、「
朝
鮮
教
育
令
」
と
「
普
通
学
校
規
則
」（
一
九
一
一
年

一
〇
月
二
〇
日
公
布
、
同
年
一
一
月
一
日
施
行
）
と
い
う
主
に
二
つ
の
法
令
の
条
文
等
を
も
っ
て
把
握
す
る
こ
と
が
で
き
る
。

　

教
育
令
で
は
、
教
育
の
種
類
を
普
通
教
育
・
実
業
教
育
・
専
門
教
育
に
区
別
し
て
い
る
が
）
13
（

、
こ
の
う
ち
普
通
教
育
に
関
し
て
は
、

「
普
通
ノ
知
識
技
能
ヲ
授
ケ
特
ニ
国
民
タ
ル
ノ
性
格
ヲ
涵
養
シ
国
語
ヲ
普
及
ス
ル
コ
ト
ヲ
目
的
ト
ス
」
と
定
義
さ
れ
て
い
る
）
14
（

。
そ
し

て
、
初
等
普
通
教
育
機
関
で
あ
る
普
通
学
校
に
関
し
て
は
、「
児
童
ニ
国
民
教
育
ノ
基
礎
タ
ル
普
通
教
育
ヲ
為
ス
所
ニ
シ
テ
身
体
ノ

発
達
ニ
留
意
シ
国
語
ヲ
教
ヘ
徳
育
ヲ
施
シ
国
民
タ
ル
ノ
性
格
ヲ
養
成
シ
其
ノ
生
活
ニ
必
須
ナ
ル
普
通
ノ
知
識
技
能
ヲ
授
ク
」
る
も
の

と
規
定
さ
れ
て
い
る
）
15
（

。

　

普
通
学
校
の
修
業
年
限
は
本
則
四
年
と
し
、
土
地
の
状
況
に
よ
っ
て
一
年
短
縮
す
る
こ
と
が
で
き
た
）
16
（

。
入
学
資
格
は
年
齢
八
年
以
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上
の
者
で
あ
っ
た
か
ら
）
17
（

、
年
齢
八
〜
一
一
年
の
朝
鮮
人
生
徒
の

就
学
が
原
則
で
あ
っ
た
。
普
通
学
校
の
教
科
目
に
は
、
必
須
科

目
（
必
設
必
修
科
目
）
と
し
て
「
修
身
」「
国
語
（
日
本
語
）
」

「
朝
鮮
語
及
漢
文
」「
算
術
」
の
四
科
目
が
あ
り
、
そ
れ
以
外
に

土
地
の
状
況
に
よ
り
当
分
欠
く
こ
と
が
で
き
る
随
意
科
目
（
加

設
随
意
科
目
）
と
し
て
「
理
科
」「
唱
歌
」「
体
操
」「
図
画
」「
手

工
」「
裁
縫
及
手
芸
」「
農
業
初
歩
」「
商
業
初
歩
」
が
設
け
ら

れ
た
。
こ
れ
ら
の
う
ち
「
手
工
」
は
男
子
の
み
、「
裁
縫
及
手
芸
」

は
女
子
の
み
を
対
象
と
し
た
。
ま
た
、「
農
業
初
歩
」「
商
業
初

歩
」
は
男
子
の
み
を
対
象
と
し
、
ど
ち
ら
か
一
方
の
み
を
課
す

こ
と
が
定
め
ら
れ
て
い
た
）
18
（

。〔
表―

１
〕
で
学
年
別
の
各
教
科

目
の
毎
週
教
授
時
数
を
見
る
と
、
必
須
科
目
と
「
理
科
」「
唱
歌
」

「
体
操
」
で
教
授
時
数
が
明
記
さ
れ
て
い
る
の
に
対
し
て
、「
農

業
初
歩
」
を
含
む
そ
れ
以
外
の
教
科
目
で
は
教
授
時
数
が
全
く

示
さ
れ
て
い
な
い
。

　

こ
の
よ
う
に
「
普
通
学
校
規
則
」
ほ
か
法
令
の
解
釈
の
み
か

ら
い
え
ば
、
農
業
科
（
「
農
業
初
歩
」
）
は
、
加
設
随
意
科
目

に
と
ど
ま
り
、
実
習
を
含
め
た
毎
週
教
授
時
数
も
明
示
さ
れ
て

い
な
い
こ
と
か
ら
、
普
通
学
校
の
教
科
目
中
、
相
対
的
に
下
位

に
位
置
づ
け
ら
れ
る
も
の
と
判
断
さ
れ
る
の
で
あ
る
。

　

し
か
し
、
実
際
の
普
通
学
校
で
は
、
法
令
か
ら
受
け
る
印
象

〔表－１〕　普通学校教科課程および毎週教授時数表

教　科　目
第 1 学 年 第 2 学 年 第 3 学 年 第 4 学 年

時数 課　　程 時数 課　　程 時数 課　　程 時数 課　　程

修　　身 1 修身ノ要旨 1 同　　左 1 同　　左 1 同　　左

国　　語 10
読方、解釈、会話、
暗誦、書取、作文、
習字

10 同　　左 10 同　　左 10 同　　左

朝鮮語及漢文 6
読方、解釈、暗誦、
書取、作文

6 同　　左 5 同　　左 5 同　　左

算　　術 6 整　数 6 同　　左 6
同左、小数、諸等
数、珠算

6
分数、比例、歩合
算、求積、珠算

理　　科 2
自然界ノ事物現象
及其ノ利用

2
同左、人身生理及
衛生ノ大要

唱　　歌
3
単音唱歌

3
同　　左

3
同　　左

3
同　　左

体　　操 遊戯、普通体操 同　　左 同　　左 同　　左

図　　画 自在画 同　　左 同　　左 同　　左

手　　工 簡易ナル細工 同　　左 同　　左 同　　左

裁縫及手芸
運針法、普通衣類
ノ縫ヒ方、簡易ナ
ル手芸

普通衣類ノ縫ヒ
方、裁チ方、簡易
ナル手芸

同左及衣類ノ繕ヒ
方

同　　左

農 業 初 歩 農業ノ初歩及実習 同　　左

商 業 初 歩 商業ノ初歩 同　　左

計 26 26 27 27

（出典） 「普通学校規則」（1911年10月20日公布、同年11月1日施行）（『朝鮮総督府官報』明治44年10月20日付号外、
1～4頁）附属の別表より作成。
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と
は
大
き
く
異
な
り
、
農
業
科
は
積
極
的
か
つ
広
範
囲
に
わ
た
っ
て
実
施
さ
れ
て
い
た
。
例
え
ば
、
一
九
一
〇
年
代
に
朝
鮮
総
督
府

学
務
課
長
を
長
期
間
務
め
、
当
時
の
教
育
政
策
全
般
を
熟
知
し
て
い
た
弓
削
幸
太
郎
）
19
（

は
、
農
業
科
の
実
施
状
況
に
つ
い
て
次
の
よ
う

に
記
述
し
て
い
る
。

普
通
学
校
の
教
科
目
に
農
業
初
歩
並
に
商
業
初
歩
と
云
ふ
も
の
が
あ
る
。
此
の
二
科
目
は
生
徒
に
は
其
の
一
つ
を
課
す
る
。
又

土
地
状
況
に
よ
り
て
二
者
と
も
之
を
欠
く
こ
と
を
得
る
の
規
定
で
あ
る
。
此
の
二
科
を
欠
く
こ
と
を
得
る
教
科
目
と
し
た
所
以

は
教
師
を
得
る
こ
と
の
困
難
等
を
顧
慮
し
た
の
で
あ
つ
た
が
、
教
師
は
講
習
其
の
他
の
方
法
に
よ
り
極
力
準
備
を
急
ぎ
、
教
育

令
実
施
後
間
も
な
く
殆
ん
ど
総
て
の
学
校
に
之
を
課
す
る
こ
と
を
得
る
や
う
に
な
つ
た
。
特
に
農
業
初
歩
を
課
す
る
学
校
が
多

か
つ
た
。
全
朝
鮮
の
普
通
公
立
学
校
は
恰
か
も
農
学
校
で
あ
る
か
の
如
く
農
業
実
習
を
盛
ん
に
行
な
つ
た
の
で
あ
る
。
之
れ
は

総
督
の
熱
心
な
る
奨
励
の
結
果
で
あ
る
。
之
れ
を
以
て
農
業
初
歩
商
業
初
歩
は
当
分
の
間
土
地
の
事
情
に
依
り
之
を
欠
く
こ
と

を
得
と
云
ふ
規
定
は
実
際
に
於
て
は
空
文
同
様
に
な
つ
た
）
20
（

。

　

こ
の
弓
削
幸
太
郎
の
記
述
は
、
現
場
の
実
態
と
し
て
農
業
科
が
大
多
数
の
普
通
学
校
で
設
け
ら
れ
、
農
業
実
習
を
精
力
的
に
行
う

こ
と
で
、
あ
た
か
も
農
学
校
で
あ
る
か
の
よ
う
な
様
相
を
呈
し
て
い
た
こ
と
を
如
実
に
物
語
っ
て
い
る
。

　

こ
う
し
た
学
務
官
僚
か
ら
の
証
言
の
み
な
ら
ず
、
現
場
の
日
本
人
教
員
た
ち
も
普
通
学
校
の
教
科
目
中
に
占
め
る
農
業
科
の
重
要

性
を
明
言
し
て
い
る
。
な
か
で
も
平
安
南
道
・
鎮
南
浦
公
立
普
通
学
校
長
の
南
庄
之
助
は
、
一
九
一
六
（
大
正
五
）
年
五
月
の
公
立

普
通
学
校
内
地
人
教
員
講
習
会
で
次
の
よ
う
な
講
話
を
行
っ
て
い
る
。

私
は
農
村
普
通
学
校
に
於
て
は
国
語
科
並
に
農
業
科
を
中
心
と
し
て
他
の
教
科
を
取
扱
ひ
、
教
授
も
此
の
二
科
を
中
心
と
し
て

行
は
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。
換
言
す
れ
ば
此
の
二
科
に
他
の
教
科
を
結
び
付
け
て
教
授
上
の
施
設
経
営
を
し
な
け
れ
ば
な
ら
な

い
も
の
と
思
ふ
の
で
あ
り
ま
す
）
21
（

。
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彼
の
講
話
の
内
容
は
、
そ
の
年
の
三
月
ま
で
五
年
余
り
勤
め
た
平
安
南
道
・
順
安
公
立
普
通
学
校
で
の
経
験
を
も
と
に
し
た
も
の

で
あ
る
が
、
朝
鮮
総
督
府
主
催
の
講
習
会
で
の
講
話
で
あ
る
こ
と
か
ら
推
測
し
て
、
こ
の
時
点
の
総
督
府
の
政
策
方
針
と
ほ
ぼ
一
致

し
た
も
の
と
見
な
す
こ
と
が
で
き
る
。
つ
ま
り
、
農
村
部
の
普
通
学
校
で
は
、「
忠
良
ナ
ル
国
民
」
の
精
神
を
涵
養
す
る
国
語
科
（
「
国

語
」
）
と
並
ん
で
、
農
業
科
（
「
農
業
初
歩
」
）
が
学
校
教
育
の
基
軸
と
な
っ
て
い
た
の
で
あ
る
。

　

そ
れ
で
は
、
こ
こ
で
統
計
数
値
か
ら
も
農
業
科
の
加
設
状
況
を
見
て
お
く
こ
と
に
し
よ
う
。
一
九
一
五
（
大
正
四
）
年
度
現
在

の
調
査
に
よ
る
と
、
普
通
学
校
三
八
三
校
中
、
農
業
科
を
課
す
も
の
は
二
六
一
校
で
六
八
・
一
％
、
商
業
科
を
課
す
も
の
は
八
校
で

二
・
一
％
、
手
工
科
を
課
す
も
の
は
四
〇
校
で
一
〇
・
四
％
で
あ
っ
た
）
22
（

。
数
値
だ
け
を
見
る
と
、
農
業
科
を
課
す
学
校
が
商
業
科
や
手

工
科
を
課
す
学
校
に
比
べ
圧
倒
的
に
多
か
っ
た
も
の
の
、
大
部
分
の
学
校
で
加
設
さ
れ
て
い
た
と
ま
で
は
必
ず
し
も
い
い
が
た
い
状

況
で
あ
る
。
し
か
し
な
が
ら
、
都
市
部
あ
る
い
は
山
間
過
疎
地
の
普
通
学
校
で
は
、
農
業
科
を
設
け
な
い
、
も
し
く
は
設
け
ら
れ
な

い
学
校
も
あ
っ
た
と
見
ら
れ
る
の
で
、
標
準
的
な
農
村
部
の
普
通
学
校
に
限
定
す
れ
ば
、
大
多
数
の
普
通
学
校
で
農
業
科
が
加
設
さ

れ
た
の
で
は
な
い
か
と
判
断
さ
れ
る
）
23
（

。

　

こ
こ
ま
で
の
分
析
の
結
果
か
ら
、
一
九
一
〇
年
代
の
朝
鮮
の
普
通
学
校
で
、
法
令
上
加
設
随
意
科
目
で
あ
っ
た
農
業
科
が
、
実
際

に
は
必
須
科
目
に
迫
る
準
必
修
科
目
と
し
て
実
施
さ
れ
て
い
た
こ
と
が
明
確
と
な
っ
た
。
で
は
、
な
ぜ
尋
常
小
学
校
に
当
た
る
朝
鮮

の
普
通
学
校
で
農
業
科
が
準
必
修
科
目
化
さ
れ
た
の
か
。
そ
の
背
景
を
日
本
内
地
の
教
育
政
策
の
動
向
か
ら
探
る
こ
と
に
し
た
い
。

（
２
）
日
本
内
地
の
高
等
小
学
校
に
お
け
る
農
業
科
の
定
着

　

朝
鮮
の
普
通
学
校
に
お
け
る
農
業
科
の
準
必
修
科
目
化
の
背
景
に
は
、
日
本
内
地
の
教
育
政
策
の
う
ち
次
の
二
つ
が
大
き
な
影
響

を
及
ぼ
し
て
い
た
と
考
え
ら
れ
る
。

　

第
一
は
、
高
等
小
学
校
に
お
け
る
農
業
科
の
普
及
・
定
着
で
あ
る
。

　

そ
も
そ
も
高
等
小
学
校
に
農
業
科
を
含
む
実
業
科
が
設
置
さ
れ
た
の
は
、
一
八
八
六
（
明
治
一
九
）
年
四
月
の
小
学
校
令
（
第

一
次
小
学
校
令
）
制
定
時
に
遡
る
。
す
な
わ
ち
、
修
業
年
限
四
年
の
高
等
小
学
校
で
、「
土
地
ノ
情
況
ニ
因
テ
ハ
英
語
農
業
手
工
商
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業
ノ
一
科
若
ク
ハ
二
科
ヲ
加
フ
ル
コ
ト
ヲ
得
」
と
し
て
、「
農
業
」「
商
業
」「
手
工
」
が
加
設
科
目
と
な
っ
た
の
で
あ
る
）
24
（

。
そ
の
後
、

九
〇
年
一
〇
月
の
小
学
校
令
（
第
二
次
小
学
校
令
）
で
は
大
き
な
変
更
は
加
え
ら
れ
ず
、
続
く
一
九
〇
〇
年
八
月
の
小
学
校
令
（
第

三
次
小
学
校
令
）
で
は
、
二
年
制
高
等
小
学
校
で
「
手
工
」
の
み
、
三
年
制
・
四
年
制
高
等
小
学
校
で
「
農
業
」「
商
業
」「
手
工
」

が
加
設
随
意
科
目
と
な
っ
て
い
る
）
25
（

。

　

第
二
次
小
学
校
令
以
降
、
全
国
で
高
等
小
学
校
の
設
置
が
急
速
に
進
展
す
る
と
、
高
等
小
学
校
自
体
の
性
格
も
徐
々
に
変
化
し
て

い
っ
た
。
明
治
前
半
期
に
は
、
都
市
部
を
中
心
に
単
独
で
設
置
さ
れ
、
中
等
教
育
の
代
替
と
し
て
の
性
格
を
有
し
て
い
た
も
の
が
、

明
治
末
頃
に
は
、
農
村
部
を
中
心
に
尋
常
小
学
校
の
延
長
と
し
て
設
置
さ
れ
、
初
等
教
育
の
補
習
的
な
性
格
を
帯
び
る
よ
う
に
な
っ

た
の
で
あ
る
。
そ
れ
に
と
も
な
っ
て
教
科
目
の
面
で
は
、
農
業
科
を
中
心
と
し
た
実
業
的
な
教
科
目
が
重
視
さ
れ
る
こ
と
に
な
っ

た
）
26
（

。法
令
上
で
見
れ
ば
、
そ
の
最
初
の
転
機
は
、
一
九
〇
三
（
明
治
三
六
）
年
三
月
の
小
学
校
令
中
改
正
で
あ
る
。
こ
の
改
正
で
、
三

年
制
・
四
年
制
高
等
小
学
校
の
男
子
に
つ
い
て
「
手
工
、
農
業
、
商
業
ノ
一
科
目
若
ハ
数
科
目
ヲ
加
フ
」
と
し
て
、
実
業
科
（
「
手

工
」「
農
業
」「
商
業
」
）
が
加
設
を
原
則
と
す
る
加
設
必
修
科
目
と
定
め
ら
れ
、
第
三
・
四
学
年
で
毎
週
三
時
間
が
配
当
さ
れ
た
（
二

年
制
高
等
小
学
校
や
女
子
対
象
の
「
手
工
」
で
は
随
意
科
目
と
す
る
）
27
（

）。
さ
ら
に
〇
七
年
三
月
の
改
正
に
よ
っ
て
義
務
教
育
年
限
六

年
制
が
実
施
さ
れ
る
と
、
高
等
小
学
校
は
二
年
制
が
基
本
と
な
っ
た
が
、
こ
こ
で
は
「
手
工
」
が
加
設
必
修
科
目
、「
農
業
」「
商
業
」

が
加
設
随
意
科
目
と
規
定
さ
れ
た
）
28
（

。
そ
し
て
、
実
業
科
の
普
及
・
定
着
が
確
定
し
た
の
が
一
九
一
一
年
七
月
の
改
正
で
あ
る
。
こ
の

改
正
で
「
手
工
」「
農
業
」「
商
業
」
と
い
う
実
業
科
は
す
べ
て
加
設
必
修
科
目
と
な
っ
た
ほ
か
、
毎
週
教
授
時
数
も
男
子
で
二
時
間

か
ら
六
時
間
へ
と
大
幅
に
増
加
さ
れ
た
（
男
子
は
四
時
間
に
減
ず
る
こ
と
可
、
女
子
は
す
べ
て
二
時
間
配
当
）
29
（

）。

改
正
の
結
果
、
高
等
小
学
校
に
お
い
て
実
業
科
の
設
置
が
一
段
と
進
み
、
な
か
で
も
農
業
科
は
設
置
校
数
、
設
置
比
率
と
も
に
増

加
す
る
こ
と
に
な
っ
た
。〔
表―

２
〕
を
見
る
と
、
義
務
教
育
六
年
制
実
施
直
後
の
一
九
〇
八
年
度
に
実
業
科
設
置
率
八
二
・
七
％
、

農
業
科
の
設
置
校
数
五
四
八
五
校
、
設
置
比
率
六
七
・
四
％
で
あ
っ
た
も
の
が
、
一
二
年
度
に
は
実
業
科
設
置
率
九
四
・
五
％
、
農

業
科
の
設
置
校
数
七
七
五
八
校
、
設
置
比
率
八
一
・
五
％
、
一
八
年
度
に
は
実
業
科
設
置
率
九
六
・
八
％
、
農
業
科
の
設
置
校
数



植民地期朝鮮における普通学校の農業科と勧農政策（104）― 104 ―

(9)

九
三
三
三
校
、
設
置
比
率
八
七
・
二
％
に
ま
で
な
っ
て
い

る
の
で
あ
る
。

な
お
、
教
授
時
数
の
大
幅
増
加
に
と
も
な
っ
て
、
農
業

科
で
は
そ
れ
ま
で
の
「
農
業
ニ
関
ス
ル
普
通
ノ
知
識
」
を

教
授
す
る
学
科
に
加
え
て
実
習
が
広
く
実
施
さ
れ
る
よ
う

に
な
り
、
そ
の
た
め
に
実
習
地
の
設
置
も
急
激
に
進
め
ら

れ
て
い
っ
た
。
ま
た
反
対
に
、
手
工
科
は
、
従
来
男
子
で

は
製
図
や
木
金
工
な
ど
を
実
施
し
て
い
た
が
、
教
授
時
数

増
加
に
対
応
で
き
る
よ
う
な
内
容
に
乏
し
く
そ
の
後
次
第

に
不
振
に
陥
る
こ
と
に
な
っ
た
）
30
（

。

こ
う
し
た
日
本
内
地
の
高
等
小
学
校
に
お
け
る
農
業
科

の
普
及
・
定
着
は
、
併
合
前
後
期
に
進
行
し
て
い
た
朝
鮮

の
教
育
政
策
の
検
討
・
立
案
作
業
に
少
な
か
ら
ぬ
影
響
を

与
え
た
も
の
と
考
え
ら
れ
る
。

（
３
）
併
合
前
後
期
の
実
業
教
育
重
視
方
針
と
戊
申
詔
書

　

第
二
と
し
て
、
朝
鮮
に
お
け
る
新
た
な
教
育
政
策
の
立

案
過
程
に
対
す
る
戊
申
詔
書
の
影
響
が
挙
げ
ら
れ
る
。

　

戊
申
詔
書
は
、
第
二
次
桂
太
郎
内
閣
の
平
田
東
助
内
相

の
強
い
要
請
に
よ
っ
て
一
九
〇
八
（
明
治
四
一
）
年
一
〇

月
一
三
日
に
発
布
さ
れ
た
。
こ
の
詔
書
は
、
日
露
戦
後
帝

〔表－２〕　高等小学校実業科の加設数・加設率の推移

年 度 学校数
手 工 科 農 業 科 商 業 科 実業科

校 数 比 率 校 数 比 率 校 数 比 率 設置率

1900 5119 9 0.2 424 8.3 27 0.5 8.8
1901 6354 23 0.4 681 10.7 58 0.9 11.9
1902 6998 33 0.5 1141 16.3 77 1.1 17.7
1903 7408 102 1.4 1533 20.7 108 1.5 23.0
1904 7705 528 6.9 4135 53.7 388 5 62.0
1905 8143 1002 12.3 4776 58.7 510 6.3 70.8
1906 8673 1253 14.5 5043 58.2 530 6.1 71.0
1907 9242 1546 16.7 5321 57.6 538 5.8 71.8
1908 8137 2219 27.3 5485 67.4 533 6.6 82.7
1909 8350 3104 37.2 6100 73.1 552 6.6 88.8
1910 8803 3972 45.1 6700 76.1 576 6.5 91.1
1911 9140 4039 44.2 7235 79.2 624 6.8 93.3
1912 9515 2457 25.8 7758 81.5 745 7.8 94.5
1913 9689 2134 22.0 8167 84.3 809 8.4 96.3
1914 9896 1935 19.6 8430 85.2 774 7.8 96.4
1915 10072 1778 17.7 8628 85.7 811 8.1 96.9
1916 10267 1711 16.7 8859 86.3 821 8.0 97.1
1917 10439 1552 14.9 9111 87.3 841 8.1 97.0
1918 10709 1454 13.6 9333 87.2 861 8.0 96.8

 　（比率単位　％）

（出典） 森下一期「普通教育における職業教育に関する一考察―1911（M44）年小学校令改正後の高等小学校の実
業科を中心に―」（『名古屋大学教育学部紀要 教育学科』35巻、1989年３月）230頁より作成。

（備考）年度の太実線は小学校令改正年度を表す。
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国
主
義
国
家
と
し
て
国
力
の
増
進
が
強
調
さ
れ
る
反
面
、
資
本
主
義
の
浸
透
に
つ
れ
都
市
や
農
村
で
矛
盾
が
顕
在
化
す
る
と
い
う
錯

綜
し
た
国
内
情
勢
の
中
で
、
そ
の
対
応
策
の
一
つ
と
し
て
作
成
さ
れ
た
も
の
で
あ
る
。
そ
の
内
容
は
、
国
運
の
発
展
の
た
め
に
、「
忠

実
業
ニ
服
シ
勤
倹
産
ヲ
治
メ
惟
レ
信
惟
レ
義
醇
厚
俗
ヲ
成
シ
華
ヲ
去
リ
実
ニ
就
キ
荒
怠
相
誡
メ
自
彊
息
マ
サ
ル
ヘ
シ
」
と
い
う
七
項

目
の
徳
の
実
践
を
求
め
た
も
の
で
あ
り
、
平
田
東
助
の
言
葉
を
借
り
れ
ば
「
経
済
と
道
徳
の
調
和
」
が
基
本
的
な
モ
チ
ー
フ
で
あ
っ

た
。
戊
申
詔
書
は
、
発
布
後
一
般
に
は
広
く
「
勤
倹
詔
書
」
と
理
解
さ
れ
た
ほ
か
、
内
務
省
を
中
心
に
地
方
改
良
運
動
の
思
想
的
支

柱
と
し
て
全
国
で
宣
伝
・
普
及
が
図
ら
れ
た
）
31
（

。

さ
ら
に
、
こ
の
戊
申
詔
書
の
趣
旨
は
、
小
松
原
英
太
郎
文
相
の
教
育
政
策
に
も
色
濃
く
反
映
さ
れ
た
。
例
え
ば
、
詔
書
発
布
直
後

の
一
五
日
に
、
地
方
長
官
会
議
で
小
松
原
文
相
が
「
蓋
し
忠
孝
を
重
じ
、
信
義
を
尚
び
、
勤
倹
事
に
従
ひ
、
忠
実
業
に
服
し
、
華
を

去
り
て
実
に
就
く
は
、
我
日
本
民
族
固
有
の
特
性
に
し
て
、
実
に
国
民
の
性
格
た
り
…
…
今
日
の
国
民
が
国
家
に
対
す
る
重
大
な
る

責
任
を
尽
さ
ん
と
欲
せ
ば
、
将
来
に
於
て
も
尚
一
層
此
の
性
格
を
涵
養
せ
ざ
る
べ
か
ら
ず
、
而
し
て
此
の
国
民
の
性
格
を
涵
養
す
る

も
の
、
主
と
し
て
之
を
教
育
に
待
た
ず
ん
ば
あ
ら
ず
）
32
（

」
と
述
べ
、
道
徳
教
育
の
振
興
と
実
業
教
育
の
奨
励
を
訓
示
し
た
こ
と
な
ど
は
、

平
田
東
助
の
モ
チ
ー
フ
と
の
完
全
な
一
致
で
あ
っ
た
。
具
体
的
な
政
策
と
し
て
は
、
小
松
原
文
相
の
下
で
実
業
教
育
の
振
興
が
図
ら

れ
、
特
に
普
通
教
育
中
へ
の
実
業
教
育
的
要
素
の
導
入
が
推
進
さ
れ
た
。
先
に
見
た
一
九
一
一
年
の
小
学
校
令
改
正
に
よ
る
高
等
小

学
校
で
の
実
業
科
の
加
設
必
修
科
目
化
や
教
授
時
数
の
大
幅
増
加
と
い
っ
た
措
置
は
、
こ
う
し
た
施
策
の
う
ち
の
一
つ
で
あ
っ
た
）
33
（

。

　

併
合
前
後
の
時
期
、
折
し
も
新
た
な
教
育
政
策
の
立
案
途
上
に
あ
っ
た
朝
鮮
で
も
、
戊
申
詔
書
は
重
要
な
政
策
理
念
の
一
つ
と
し

て
取
り
入
れ
ら
れ
る
こ
と
に
な
っ
た
。
こ
の
時
期
の
朝
鮮
で
は
、
朝
鮮
人
に
対
す
る
教
育
方
針
の
中
に
教
育
勅
語
を
ど
の
よ
う
に

位
置
づ
け
る
か
が
重
大
な
問
題
と
な
っ
て
い
た
。
し
か
し
、
教
育
勅
語
は
、「
皇
祖
皇
宗
ノ
遺
訓
」
で
あ
る
こ
と
に
道
徳
的
な
正
当

性
の
根
拠
を
求
め
る
内
容
で
あ
り
、
日
本
内
地
は
と
も
か
く
「
外
地
」
朝
鮮
で
は
た
ち
ど
こ
ろ
に
矛
盾
を
露
呈
し
安
易
に
導
入
す
る

こ
と
は
で
き
な
い
と
考
え
ら
れ
た
。
そ
こ
で
、
教
育
勅
語
に
代
わ
る
朝
鮮
の
教
育
方
針
の
機
軸
に
据
え
ら
れ
る
こ
と
に
な
っ
た
の
が

戊
申
詔
書
で
あ
っ
た
。
そ
れ
と
い
う
の
も
、
戊
申
詔
書
は
教
育
勅
語
と
は
異
な
り
、「
文
明
ノ
恵
沢
」
と
い
う
普
遍
主
義
的
な
理
念

を
掲
げ
て
お
り
、
ま
た
そ
の
趣
旨
で
あ
る
「
勤
倹
」
は
朝
鮮
人
学
生
・
生
徒
に
教
育
す
べ
き
も
の
で
あ
る
と
考
え
ら
れ
た
か
ら
で
あ
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る
）
34
（

。
こ
う
し
て
一
九
一
〇
年
八
月
二
九
日
の
併
合
時
に
寺
内
正
毅
統
監
が
発
し
た
「
韓
国
併
合
ニ
関
ス
ル
諭
告
」
に
も
、
戊
申
詔
書

の
趣
旨
が
次
の
よ
う
に
反
映
さ
れ
る
結
果
と
な
っ
た
の
で
あ
る
。

顧
フ
ニ
人
文
ノ
発
達
ハ
後
進
ノ
教
育
ニ
俟
タ
サ
ル
ヘ
カ
ラ
ス
而
シ
テ
教
育
ノ
要
ハ
智
ヲ
進
メ
徳
ヲ
磨
キ
以
テ
修
身
斉
家
ニ
資
ス

ル
ニ
在
リ
然
ル
ニ
諸
生
動
モ
ス
レ
ハ
労
ヲ
厭
ヒ
逸
ニ
就
キ
徒
ニ
空
理
ヲ
談
シ
テ
放
漫
ニ
流
レ
終
ニ
無
為
徒
食
ノ
遊
民
タ
ル
者

往
々
ニ
シ
テ
之
レ
有
リ
自
今
宜
シ
ク
其
ノ
弊
ヲ
矯
メ
華
ヲ
去
リ
実
ニ
就
キ
瀨
惰
ノ
陋
習
ヲ
一
洗
シ
テ
勤
倹
ノ
美
風
ヲ
涵
養
ス
ル

コ
ト
ニ
努
ム
ヘ
シ
）
35
（

　

　

朝
鮮
へ
の
戊
申
詔
書
の
導
入
は
、
普
通
教
育
と
合
わ
せ
て
実
業
教
育
を
重
視
す
る
と
い
う
形
で
個
別
の
政
策
に
反
映
さ
れ
て
い
っ

た
。

　

ち
な
み
に
時
期
を
溯
れ
ば
、
韓
国
政
府
学
部
が
一
九
〇
六
（
明
治
三
九
・
光
武
一
〇
）
年
八
月
二
七
日
に
公
布
し
た
「
普
通
学
校

令
」（
同
年
九
月
一
日
施
行
）
で
、
す
で
に
普
通
学
校
へ
の
実
業
教
育
の
導
入
が
明
記
さ
れ
て
い
る
。
こ
の
法
令
は
、
朝
鮮
（
韓
国
）

の
初
等
普
通
教
育
機
関
で
あ
る
普
通
学
校
に
つ
い
て
、
入
学
年
齢
を
八
〜
一
二
歳
（
当
面
は
一
四
歳
ま
で
入
学
可
能
）、
修
業
年
限

を
四
年
と
定
め
、
日
本
内
地
の
尋
常
小
学
校
と
高
等
小
学
校
に
ま
た
が
る
年
齢
の
生
徒
を
収
容
す
る
こ
と
と
し
て
い
た
。
そ
し
て
、

教
科
目
に
つ
い
て
、「
修
身
」「
国
語
」「
漢
文
」「
日
語
」「
算
術
」「
地
理
歴
史
」「
理
科
」「
図
画
」「
体
操
」、
女
子
対
象
の
「
手
芸
」

の
ほ
か
に
、「
時
宜
ニ
依
リ
唱
歌
、
手
工
、
農
業
、
商
業
中
一
科
目
或
ハ
幾
科
目
ヲ
加
フ
ル
コ
ト
ヲ
得
」
と
規
定
し
て
、
実
業
科
を

加
設
科
目
と
し
て
組
み
入
れ
て
い
た
の
で
あ
る
）
36
（

。

　

や
が
て
朝
鮮
総
督
府
で
朝
鮮
の
新
し
い
学
制
、
す
な
わ
ち
「
朝
鮮
教
育
令
」
の
立
案
・
制
定
作
業
が
進
め
ら
れ
て
い
く
中
で
、
実

業
教
育
重
視
の
方
針
は
一
層
確
固
と
し
た
も
の
と
な
っ
て
い
く
。
例
え
ば
、
教
育
令
の
制
定
過
程
を
示
す
資
料
に
は
、
寺
内
正
毅
総

督
の
次
の
よ
う
な
諭
告
が
残
さ
れ
て
い
る
。
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二
、
朝
鮮
人
学
校
ニ
対
シ
テ
ハ
国
語
ノ
学
習
ト
実
業
ニ
関
ス
ル
知
識
技
能
ノ
修
得
ニ
留
意
セ
シ
メ
且
ツ
従
来
ノ
習
慣
風
俗
ヲ
斟

酌
ス
ル
ト
共
ニ
順
良
、
誠
実
、
勤
労
ノ
民
タ
ラ
シ
ム
ル
ヲ
期
シ
学
校
ノ
主
脳
タ
ル
内
地
人
教
官
ヲ
シ
テ
常
ニ
其
職
責
ニ
顧
ミ
各

教
師
ヲ
指
導
シ
テ
教
化
学
校
内
外
ニ
及
ヒ
地
方
父
老
ヲ
シ
テ
信
頼
寄
託
ス
ル
所
ア
ル
ニ
至
ラ
シ
ム
ヘ
キ
旨
記
述
ス
ル
コ
ト
）
37
（

　

　

要
す
る
に
、
寺
内
総
督
は
、
朝
鮮
人
対
象
の
学
校
に
お
い
て
国
語
（
日
本
語
）
の
学
習
お
よ
び
実
業
に
関
す
る
知
識
技
能
の
習
得

を
中
心
と
す
る
よ
う
指
示
し
て
い
る
の
で
あ
る
。
ま
た
、
正
確
な
作
成
時
期
は
不
明
だ
が
、
学
部
事
務
官
澤
誠
太
郎
の
『
農
業
教
育

ニ
関
ス
ル
私
見
』
に
は
、「
大
都
会
以
外
ノ
各
普
通
学
校
三
四
学
年
級
ニ
ハ
必
須
科
ト
シ
テ
農
業
科
ヲ
課
ス
ル
ノ
必
要
ア
リ
…
…
実

業
ノ
趣
味
ト
勤
労
ノ
習
慣
ヲ
養
ヒ
出
テ
ゝ
着
実
勤
労
ノ
民
タ
ラ
シ
ム
ル
コ
ト
ヲ
要
ス
斯
ノ
如
ク
シ
テ
汎
ク
地
方
ノ
各
普
通
学
校
ニ
課

シ
全
土
ヲ
挙
ゲ
テ
実
業
及
勤
労
ノ
美
風
ヲ
興
サ
シ
ム
ル
ハ
最
モ
緊
要
ナ
ル
事
項
ニ
属
ス
」
と
あ
り
、
普
通
学
校
に
お
け
る
農
業
科
の

必
須
科
目
化
を
主
張
す
る
意
見
も
披
露
さ
れ
て
い
る
）
38
（

。

　

植
民
地
朝
鮮
の
教
育
政
策
に
お
け
る
戊
申
詔
書
の
導
入
と
実
業
教
育
の
重
視
は
、
朝
鮮
教
育
令
制
定
を
も
っ
て
ひ
と
ま
ず
確
定
す

る
が
）
39
（

、
こ
う
し
た
方
針
は
一
〇
年
代
を
通
じ
て
堅
持
さ
れ
る
こ
と
に
な
っ
た
。
さ
ら
に
こ
の
方
針
を
土
台
と
し
て
、
総
督
府
が
作
り

出
し
た
い
と
願
う
理
想
的
な
朝
鮮
人
像
が
当
局
者
か
ら
し
ば
し
ば
語
ら
れ
る
こ
と
に
な
っ
た
。

　

教
育
令
公
布
と
重
な
る
一
九
一
一
年
八
月
七
〜
二
六
日
に
開
催
さ
れ
た
普
通
学
校
教
監
講
習
会
で
は
、
開
会
に
際
し
て
関
屋
貞
三

郎
学
務
局
長
か
ら
次
の
よ
う
な
訓
示
が
行
わ
れ
て
い
る
。

第
二
、
普
通
学
校
教
育
ノ
方
針
〔
中
略
〕

次
ニ
教
育
ノ
要
ハ
民
度
ノ
実
際
ニ
適
ヒ
時
勢
ノ
要
求
ニ
応
セ
サ
ル
可
カ
ラ
ス
時
勢
ニ
伴
ハ
サ
ル
旧
時
ノ
教
育
ヲ
施
ス
ノ
不
可
ナ

ル
ハ
勿
論
徒
ラ
ニ
高
遠
ニ
走
リ
社
会
ノ
実
際
ト
遠
カ
ル
カ
如
キ
ハ
寧
ロ
教
育
ア
ル
遊
民
ヲ
作
ル
所
以
ニ
シ
テ
深
ク
戒
メ
サ
ル
可

カ
ラ
ス
要
ハ
実
用
ニ
適
ス
ル
人
物
ヲ
作
ル
ニ
在
リ
従
テ
卒
業
生
ノ
方
針
ニ
就
テ
モ
財
力
、
体
力
、
能
力
等
ノ
点
ニ
鑑
ミ
適
当
ニ

指
導
ス
ル
ヲ
要
ス
徒
ニ
上
級
ノ
学
校
ニ
入
学
ス
ル
コ
ト
ヲ
奨
励
ス
ル
カ
如
キ
ハ
不
可
ナ
リ
普
通
学
校
ハ
階
級
教
育
ノ
機
関
ニ
ア
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ラ
ス
夫
レ
自
身
教
養
ノ
目
的
ア
ル
ヲ
忘
ル
可
カ
ラ
ス

之
ヲ
要
ス
ル
ニ
普
通
学
校
ハ
著
實
穏
健
ニ
シ
テ
勤
勉
ナ
ル
国
民
ヲ
養
成
ス
ル
ヲ
主
要
ト
ス
近
ク
発
布
セ
ラ
ル
ヘ
キ
新
学
制
亦
此

主
旨
ニ
基
キ
立
案
セ
ラ
レ
タ
ル
ヲ
以
テ
諸
君
ハ
常
ニ
此
趣
旨
ニ
則
リ
教
養
ニ
力
メ
ラ
レ
ム
コ
ト
ヲ
望
ム
）
40
（
　

　

つ
ま
り
、
こ
こ
で
は
理
想
的
な
朝
鮮
人
像
が
、「
実
用
ニ
適
ス
ル
人
物
」
や
「
著
実
穏
健
ニ
シ
テ
勤
勉
ナ
ル
国
民
」
と
い
う
言
葉

で
表
現
さ
れ
て
い
る
の
で
あ
る
。
も
う
一
つ
同
種
の
資
料
と
し
て
、
一
九
一
三
（
大
正
二
）
年
二
月
六
日
、
各
道
内
務
部
長
会
議
に

お
け
る
寺
内
正
毅
総
督
の
訓
示
の
一
部
を
挙
げ
て
お
こ
う
。

今
日
ノ
朝
鮮
デ
ハ
高
尚
ナ
学
問
ハ
先
ヅ
朝
鮮
人
ニ
ハ
未
ダ
サ
ウ
急
イ
デ
為
サ
シ
メ
ル
迄
ノ
程
度
ニ
行
ツ
テ
居
ナ
イ
ノ
デ
、
今
日

ハ
卑
近
ナ
ル
所
ノ
普
通
教
育
ヲ
施
シ
一
人
前
ト
シ
テ
働
キ
得
ル
人
間
ヲ
作
ル
コ
ト
ニ
眼
目
ヲ
置
カ
ネ
バ
ナ
ラ
ヌ
、
随
テ
学
校
ハ

此
ノ
目
的
デ
教
育
ノ
コ
ト
ヲ
進
メ
テ
行
キ
、
卒
業
者
ガ
家
ニ
帰
ツ
テ
先
進
者
ト
シ
テ
同
胞
ヲ
指
導
シ
得
ル
知
識
ヲ
与
ヘ
ル
コ
ト

ヲ
忘
レ
テ
ハ
ナ
ラ
ヌ
、
故
ニ
普
通
学
校
教
育
ノ
傍
ニ
於
テ
モ
実
業
上
ノ
知
識
ヲ
注
入
ス
ル
必
要
ガ
ア
ル
）
41
（

　

　

以
上
の
資
料
を
総
合
す
る
と
、
朝
鮮
総
督
府
は
、
朝
鮮
人
生
徒
を
収
容
す
る
普
通
学
校
に
お
い
て
、
単
な
る
学
問
的
知
識
の
習
得

や
上
級
学
校
へ
の
進
学
を
目
的
と
す
る
教
育
で
は
な
く
、
日
常
生
活
に
直
結
す
る
よ
う
な
簡
便
で
実
用
的
な
教
育
を
施
し
、
い
ち

は
や
く
社
会
の
実
務
に
従
事
で
き
る
よ
う
な
人
物
を
短
期
間
に
養
成
す
る
教
育
を
目
指
し
て
い
た
と
要
約
す
る
こ
と
が
で
き
る
。
そ

の
た
め
に
総
督
府
は
、
高
等
小
学
校
で
の
農
業
科
の
定
着
や
戊
申
詔
書
の
発
布
と
い
っ
た
日
本
内
地
の
教
育
政
策
の
動
向
を
強
く
反

映
す
る
形
で
、
普
通
学
校
で
農
業
科
の
準
必
修
科
目
化
を
実
施
す
る
こ
と
に
な
っ
た
の
で
あ
る
。
加
え
て
、
全
体
と
し
て
見
れ
ば
、

一
九
一
〇
年
代
の
朝
鮮
の
普
通
学
校
は
、
尋
常
小
学
校
と
高
等
小
学
校
の
教
育
内
容
を
半
分
の
修
業
年
限
（
八
年
か
ら
四
年
に
）
で

圧
縮
し
て
教
授
す
る
と
同
時
に
、
高
等
小
学
校
と
同
様
に
上
級
学
校
へ
の
接
続
を
前
提
と
し
な
い
「
完
成
教
育
」
を
施
す
学
校
と
し

て
想
定
さ
れ
て
い
た
と
考
え
ら
れ
る
の
で
あ
る
。
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三　

普
通
学
校
に
お
け
る
農
業
科
の
内
容―

学
校
内
で
の
農
業
教
育

　

朝
鮮
の
普
通
学
校
で
農
業
科
（
「
農
業
初
歩
」
）
は
、
法
令
と
は
異
な
り
準
必
修
科
目
と
し
て
農
村
部
を
中
心
に
広
く
実
施
さ
れ
た
。

こ
こ
で
は
、
学
校
内
で
の
農
業
科
の
教
育
活
動
が
ど
の
よ
う
な
内
容
や
方
法
で
実
施
さ
れ
た
の
か
、
教
育
・
農
業
関
係
雑
誌
の
掲
載

記
事
を
中
心
に
出
来
得
る
限
り
具
体
的
に
見
て
み
る
こ
と
に
す
る
。

　

ち
な
み
に
、
農
業
科
の
教
科
内
容
に
関
し
て
は
、
普
通
学
校
規
則
第
一
八
条
で
次
の
よ
う
に
規
定
さ
れ
て
い
た
。

農
業
初
歩
ハ
農
業
ニ
関
ス
ル
近
易
ナ
ル
知
識
技
能
ヲ
授
ケ
農
業
ノ
趣
味
ヲ
与
ヘ
勤
労
ヲ
尚
フ
ノ
習
慣
ヲ
養
フ
コ
ト
ヲ
要
旨
ト
ス

土
地
ノ
状
況
ニ
依
リ
農
業
ニ
代
ヘ
水
産
業
ニ
関
ス
ル
近
易
ナ
ル
知
識
技
能
ヲ
授
ケ
又
ハ
農
業
ニ
併
セ
授
ク
ル
コ
ト
ア
ル
ヘ
シ

農
業
初
歩
ハ
耕
耘
、
栽
培
、
養
蚕
、
植
樹
等
ニ
付
其
ノ
土
地
ニ
適
切
ニ
シ
テ
児
童
ノ
理
解
シ
易
キ
事
項
ヲ
授
ク
ヘ
シ

農
業
初
歩
ヲ
授
ク
ル
ニ
ハ
特
ニ
理
科
等
ノ
教
授
事
項
ト
連
絡
シ
テ
補
益
セ
シ
メ
成
ル
ヘ
ク
実
習
ヲ
課
ス
ヘ
シ

　

規
定
内
容
を
整
理
す
る
と
、
農
業
科
の
教
育
活
動
は
、
教
授
方
法
に
よ
っ
て
大
き
く
二
つ
に
大
別
す
る
こ
と
が
で
き
る
。
一
つ
は
、

教
室
内
で
主
に
こ
と
ば
を
介
し
て
農
業
の
新
し
い
知
識
や
情
報
を
学
習
す
る
学
科
で
あ
り
、
も
う
一
つ
は
、
教
室
外
で
体
を
動
か
し

て
農
作
物
の
栽
培
方
法
や
農
機
具
の
操
作
方
法
を
習
熟
す
る
農
業
実
習
で
あ
る
。
そ
し
て
、
全
体
を
通
じ
て
農
業
に
関
す
る
知
識
や

技
術
だ
け
で
な
く
、
勤
労
を
尊
ぶ
精
神
を
身
に
つ
け
さ
せ
る
精
神
教
化
、
道
徳
教
育
が
重
要
視
さ
れ
た
の
で
あ
る
。

　

ま
ず
最
初
に
、
教
室
内
で
の
学
科
か
ら
見
て
い
こ
う
。
普
通
学
校
規
則
に
よ
れ
ば
、
農
業
科
は
第
三
・
四
学
年
の
男
子
を
対
象
に

実
施
さ
れ
た
が
、
毎
週
教
授
時
数
は
空
欄
で
何
も
記
載
さ
れ
て
い
な
い
（
〔
表―

１
〕
参
照
）。
朝
鮮
教
育
令
制
定
に
関
す
る
資
料

を
見
て
も
、
唯
一
『
朝
鮮
学
制
案
ノ
要
旨
』
に
第
三
学
年
以
上
の
男
子
に
実
業
科
二
時
間
以
上
と
い
う
記
載
が
あ
る
だ
け
で
、
そ
の

ほ
か
の
資
料
で
は
す
べ
て
空
欄
と
な
っ
て
い
る
）
42
（

。
そ
れ
で
は
、
学
校
現
場
で
農
業
科
は
何
時
間
程
度
教
授
さ
れ
て
い
た
の
か
。
そ
こ

で
、
具
体
的
な
事
例
と
し
て
、
咸
鏡
南
道
の
「
普
通
学
校
農
業
施
設
標
準
」
を
参
照
す
る
と
、
農
業
科
の
毎
週
教
授
時
間
は
正
科
時



植民地期朝鮮における普通学校の農業科と勧農政策（98）― 98 ―

(15)

間
内
二
時
間
と
あ
る
こ
と
か
ら
、
実
際
の
普
通
学
校
で
は
週
二
時
間
を
基
本
に
運
営
さ
れ
て
い
た
と
推
測
さ
れ
る
）
43
（

。

　

と
こ
ろ
で
、
同
資
料
に
よ
れ
ば
、
農
業
科
の
学
科
授
業
は
、
基
本
的
に
は
教
科
書
で
あ
る
朝
鮮
総
督
府
編
纂
『
普
通
学
校
農
業
書
』

に
準
拠
し
て
行
わ
れ
た
と
い
う
。
た
だ
し
、
そ
の
一
方
で
、
道
の
勧
業
方
針
で
あ
る
五
大
必
行
事
項
や
奨
励
事
項
に
対
応
す
る
こ
と

も
要
求
さ
れ
、
そ
の
内
容
が
仮
に
教
科
書
に
な
い
場
合
は
、
別
に
時
間
を
設
け
て
教
授
す
る
こ
と
に
な
っ
て
い
た
）
44
（

。

　

こ
う
し
た
教
科
書
を
中
心
と
し
た
教
育
活
動
の
ほ
か
に
、
学
校
内
で
の
行
事
や
集
会
な
ど
さ
ま
ざ
ま
な
機
会
を
と
ら
え
て
学
科
の

内
容
を
補
完
す
る
試
み
も
な
さ
れ
て
い
た
。
例
え
ば
、
京
畿
道
・
汶
山
公
立
普
通
学
校
で
は
、
国
語
講
習
会
や
生
産
物
試
食
会
な
ど

生
徒
が
集
合
す
る
機
会
を
利
用
し
て
、「
本
道
郡
の
気
候
及
一
般
的
土
質
」「
全
人
口
に
対
す
る
農
業
者
数
及
耕
地
面
積
等
」「
其
地

方
に
適
す
る
作
物
の
種
類
及
改
良
す
べ
き
点
等
」「
其
地
方
の
勧
業
方
針
の
大
要
」「
二
宮
尊
徳
翁
の
事
蹟
」「
篤
農
家
の
事
蹟
」「
農

林
業
改
良
発
達
に
関
係
あ
る
諸
機
関
」「
朝
鮮
農
林
業
改
良
発
達
の
趨
勢
」
な
ど
の
講
演
を
行
い
、「
教
科
書
を
補
充
し
農
業
上
の
常

識
を
補
ひ
趣
味
を
一
層
深
か
ら
し
め
」
る
努
力
が
な
さ
れ
て
い
た
）
45
（

。

　

次
に
、
教
室
外
で
の
農
業
実
習
に
つ
い
て
見
て
み
よ
う
。
前
述
し
た
平
安
南
道
・
鎮
南
浦
公
立
普
通
学
校
長
の
南
庄
之
助
は
、
農

村
部
の
普
通
学
校
に
お
け
る
農
業
教
育
の
要
点
と
し
て
「
農
業
に
関
す
る
施
設
を
充
分
に
す
る
こ
と
。
殊
に
実
習
に
重
き
を
置
く
こ

と
）
46
（

」
を
指
摘
し
、
さ
ら
に
そ
の
理
由
と
し
て
以
下
の
よ
う
な
説
明
を
行
っ
て
い
る
。

農
業
上
の
知
識
は
単
に
教
科
書
の
上
ば
か
り
で
授
け
得
ら
る
ゝ
も
の
で
な
い
。
況
ん
や
技
能
や
勤
労
を
尚
ぶ
習
慣
に
於
て
を
や

で
す
。
即
ち
実
習
に
よ
つ
て
確
実
な
る
農
業
上
の
知
識
技
能
を
授
け
、
且
つ
其
の
趣
味
を
附
与
し
勤
労
を
好
愛
す
る
の
習
慣
を

養
ふ
こ
と
が
出
来
る
の
で
ご
ざ
い
ま
す
。
こ
れ
即
ち
実
習
中
心
主
義
を
主
張
す
る
所
以
で
ご
ざ
い
ま
す
）
47
（

。

　

す
な
わ
ち
、
農
業
実
習
は
、
農
業
に
関
す
る
知
識
や
技
術
、
ま
た
勤
労
の
精
神
を
確
実
に
身
に
つ
け
て
い
く
た
め
の
必
須
の
手
段

で
あ
る
と
認
識
さ
れ
て
い
た
の
で
あ
る
。
そ
の
結
果
、
農
業
実
習
は
、
農
業
科
の
中
で
も
最
も
重
要
な
教
育
活
動
と
し
て
精
力
的
に

実
施
さ
れ
る
こ
と
に
な
っ
た
の
で
あ
る
。
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さ
て
、
農
業
実
習
は
、
農
業
科
が
課
さ
れ
た
第
三
・
四
学
年
は
も
ち
ろ
ん
の
こ
と
、
多
く
の
学
校
で
は
第
一
・
二
学
年
で
も
実
施
さ

れ
て
い
た
。
先
の
咸
鏡
南
道
の
「
普
通
学
校
農
業
施
設
標
準
」
に
よ
れ
ば
、
第
三
・
四
学
年
で
は
放
課
後
毎
週
四
時
間
の
農
業
実
習

を
行
い
、
第
一
・
二
学
年
で
は
農
業
実
習
の
準
備
期
間
と
と
ら
え
「
作
業
」
と
称
す
る
実
習
を
放
課
後
毎
週
二
時
間
行
う
こ
と
に
な
っ

て
い
た
。
た
だ
し
、
こ
の
実
習
時
間
は
あ
く
ま
で
目
安
に
す
ぎ
ず
、
天
候
や
農
繁
期
・
農
閑
期
に
合
わ
せ
て
時
間
数
の
増
減
な
ど
柔

軟
な
対
応
が
と
ら
れ
て
い
た
）
48
（

。

　

こ
れ
以
外
で
も
、
例
え
ば
、
忠
清
南
道
・
江
景
公
立
普
通
学
校
で
は
、「
農
科
を
教
授
す
る
は
三
学
年
以
上
な
れ
ど
も
以
下
の
学

年
に
於
て
も
勤
倹
力
行
の
習
慣
を
養
成
し
、
且
つ
農
業
の
趣
味
を
養
し
、
又
は
農
業
の
学
理
を
教
授
す
る
前
に
幾
分
経
験
と
実
地
上

の
知
識
を
得
し
め
ん
目
的
」
を
も
っ
て
、
第
一
・
二
学
年
の
生
徒
に
対
し
て
一
週
一
時
間
な
い
し
二
時
間
程
度
の
課
外
作
業
に
従
事

さ
せ
る
こ
と
に
し
て
い
た
。
そ
の
作
業
の
内
容
は
、「
担
当
し
た
る
学
園
の
耕
耘
整
地
播
種
施
肥
其
の
他
一
般
の
手
入
収
穫
及
収
穫

物
の
処
理
」「
校
庭
の
全
部
及
び
門
外
道
路
の
除
草
」「
学
校
構
内
土
坡
の
草
刈
並
に
校
庭
の
小
破
修
理
」「
門
外
道
路
の
小
破
修
繕
」

「
簡
易
な
る
手
芸
」
な
ど
で
あ
っ
た
）
49
（

。

　

加
え
て
、
施
設
面
で
は
、
農
業
実
習
を
行
う
た
め
に
学
校
園
・
実
習
地
・
学
校
林
が
各
普
通
学
校
に
設
置
さ
れ
た
。
こ
う
し
た
施

設
は
、
教
育
令
制
定
前
の
普
通
学
校
で
も
す
で
に
設
置
さ
れ
は
じ
め
て
い
た
が
）
50
（

、
教
育
令
施
行
日
の
一
九
一
一
（
明
治
四
四
）
年

一
一
月
一
日
に
は
、
道
・
官
立
学
校
（
朝
鮮
総
督
府
中
学
校
を
除
く
）
に
対
す
る
訓
令
「
学
制
実
施
ニ
関
ス
ル
件
」
で
改
め
て
次
の

よ
う
な
指
示
が
出
さ
れ
て
い
る
。

図
画
、
手
工
、
裁
縫
及
手
芸
、
農
業
初
歩
等
ニ
至
リ
テ
ハ
男
女
各
其
ノ
賦
性
ニ
応
シ
テ
必
要
ナ
ル
技
能
ヲ
得
シ
メ
併
セ
テ
労
作

ノ
趣
味
ト
勤
勉
ノ
習
慣
ト
ヲ
養
ハ
シ
ム
ル
ヲ
要
シ
其
ノ
農
業
ヲ
課
ス
ル
学
校
ニ
在
リ
テ
ハ
成
ル
ヘ
ク
郷
校
財
産
ニ
属
ス
ル
学
田

等
ヲ
利
用
シ
テ
耕
耘
ノ
実
習
ヲ
為
サ
シ
ム
ヘ
ク
手
工
ヲ
授
ク
ル
場
合
ニ
在
リ
テ
ハ
適
宜
其
ノ
地
方
ニ
産
ス
ル
材
料
ヲ
採
択
シ
テ

利
用
ノ
方
法
ヲ
知
ラ
シ
メ
以
テ
其
ノ
教
授
ヲ
シ
テ
生
活
ノ
実
際
ニ
裨
益
セ
シ
ム
ル
コ
ト
ヲ
努
ム
ヘ
シ
）
51
（

　



植民地期朝鮮における普通学校の農業科と勧農政策（96）― 96 ―

(17)

　

こ
の
時
期
の
普
通
学
校
に
は
、
朝
鮮
時
代
の
郷
校
を
引
き
継
ぐ
形
で
設
立
し
た
も
の
が
多
く

見
ら
れ
た
。
そ
こ
で
、
総
督
府
は
こ
の
訓
令
に
よ
っ
て
、
郷
校
財
産
に
含
ま
れ
る
学
田
な
ど
を

活
用
す
る
こ
と
で
農
業
実
習
に
必
要
な
学
校
園
や
実
習
地
を
確
保
・
整
備
す
る
こ
と
を
指
示
し

た
の
で
あ
る
。

学
校
園
あ
る
い
は
実
習
地
の
規
模
で
あ
る
が
、
咸
鏡
南
道
「
普
通
学
校
農
業
施
設
標
準
」
に

よ
れ
ば
、
生
徒
数
二
〇
〇
人
未
満
の
学
校
で
は
第
一
・
二
学
年
の
生
徒
一
人
に
つ
き
三
坪
、
第

三
・
四
学
年
の
生
徒
一
人
に
つ
き
一
五
坪
の
割
合
で
、
生
徒
数
二
〇
〇
人
以
上
の
学
校
で
は
第

一
・
二
学
年
の
生
徒
一
人
に
つ
き
三
坪
、
第
三
・
四
学
年
生
徒
一
人
に
つ
き
一
二
坪
の
割
合
で
定

め
る
こ
と
に
な
っ
て
い
た
）
52
（

。
そ
こ
で
、〔
表―

３
〕
に
よ
っ
て
公
立
普
通
学
校
に
お
け
る
実
際

の
学
校
園
・
実
習
地
の
面
積
を
確
認
し
て
み
る
と
、
一
九
一
九
（
大
正
八
）
年
の
時
点
で
一
学

校
平
均
四
反
四
畝
二
〇
歩
で
あ
っ
た
。
ち
な
み
に
、
同
時
期
の
公
立
小
学
校
に
お
け
る
実
習
地

の
面
積
は
一
学
校
平
均
一
反
二
七
歩
で
あ
っ
た
。
つ
ま
り
、
公
立
普
通
学
校
は
公
立
小
学
校
と

比
較
し
て
、
平
均
す
る
と
約
四
・
一
倍
の
学
校
園
・
実
習
地
を
所
有
し
て
い
た
の
で
あ
り
、
こ

の
こ
と
は
朝
鮮
人
生
徒
を
対
象
と
す
る
普
通
学
校
で
農
業
教
育
が
い
か
に
積
極
的
に
実
施
さ
れ

て
い
た
の
か
を
証
明
す
る
も
の
と
い
え
よ
う
。
な
お
、
学
校
園
・
実
習
地
に
は
、
苗
圃
・
桑
園
・

果
樹
園
・
蔬
菜
園
・
穀
菽
園
・
水
田
な
ど
が
含
ま
れ
て
い
た
が
）
53
（

、
そ
れ
以
外
に
も
養
蚕
・
養
鶏
・

養
蜂
・
養
畜
の
施
設
や
堆
肥
舎
・
農
具
舎
が
設
置
さ
れ
た
）
54
（

。

残
る
学
校
林
（
実
習
林
）
に
関
し
て
も
、
一
一
年
一
〇
月
一
〇
日
に
各
道
長
官
に
対
し
て
通

牒
「
学
校
林
設
営
ニ
関
ス
ル
件
」
を
発
し
、
普
通
学
校
を
中
心
と
し
た
学
校
林
の
整
備
を
次
の

よ
う
に
指
示
し
て
い
る
。

〔表－３〕　公立普通学校・公立小学校学校園実習地設置状況
公立普通学校 公立小学校

学校数 総面積 １学校平均 学校数 総面積 １学校平均

1914年 376 131・6・4・25・00 3・5・00・00 188 13・5・0・29・00 7・08・00
1915年 395 183・7・9・22・00 4・6・16・00 233 20・6・6・23・00 8・26・00
1916年 412 193・7・2・21・00 4・7・01・00 281 28・7・4・09・00 1・0・07・00
1917年 440 208・6・5・22・00 4・7・13・00 313 32・5・7・01・00 1・0・12・00
1918年 457 222・2・9・01・00 4・8・25・00 332 33・3・1・27・00 1・0・01・00
1919年 497 222・0・7・13・95 4・4・20・00 367 40・0・6・10・05 1・0・27・00

 （面積単位　町・反・畝・歩・勺）

（出典）「公立学校学校園実習地調」（『朝鮮総督府官報』2370号、1920年７月５日付）42～43頁より作成。
（備考）各年の数値はそれぞれ11月末日現在のものである。
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学
校
林
設
営
ニ
関
ス
ル
件

公
私
立
学
校
ニ
学
校
林
ヲ
設
ケ
生
徒
ヲ
指
導
シ
テ
植
樹
栽
培
ヲ
自
ラ
セ
シ
ム
ル
ハ
森
林
愛
護
ノ
思
想
ヲ
涵
養
シ
兼
テ
勤
労
ノ
習

慣
ヲ
養
成
シ
教
育
ノ
効
果
ヲ
シ
テ
顕
著
ナ
ラ
シ
ム
ル
ト
共
ニ
久
シ
ク
荒
廃
ニ
委
セ
ラ
レ
タ
ル
森
林
ノ
回
復
ヲ
速
ナ
ラ
シ
ム
ル
所

以
ニ
有
之
最
時
宜
ニ
適
ス
ル
必
要
事
項
タ
ル
ノ
ミ
ナ
ラ
ス
一
面
学
校
基
本
財
産
ノ
造
成
ニ
就
テ
モ
亦
有
利
確
実
ノ
方
法
ト
認
メ

ラ
レ
候
ニ
付
貴
管
下
学
校
ニ
於
テ
ハ
既
ニ
著
手
ノ
向
モ
可
有
之
ト
被
存
候
処
本
年
六
月
制
令
第
一
〇
号
ヲ
以
テ
森
林
令
ヲ
、
同

月
総
督
府
令
第
七
四
号
ヲ
以
テ
森
林
令
施
行
規
則
ヲ
、
客
月
総
督
府
訓
令
第
七
三
号
ヲ
以
テ
森
林
令
施
行
手
続
ヲ
夫
夫
公
布
セ

ラ
レ
右
等
公
益
事
業
ニ
供
ス
ヘ
キ
国
有
森
林
ノ
貸
付
及
譲
与
ニ
就
テ
ハ
本
府
ニ
於
テ
モ
十
分
便
宜
ヲ
可
被
与
候
得
者
此
際
貴
管

内
公
私
立
学
校
（
私
立
学
校
ハ
基
礎
確
実
ニ
シ
テ
永
久
維
持
ノ
見
込
ア
ル
モ
ノ
ナ
ル
ヲ
要
ス
）
ヲ
シ
テ
左
記
ノ
事
項
ヲ
参
酌
シ

附
近
ニ
適
当
ノ
地
ヲ
相
シ
相
当
計
画
セ
シ
メ
ラ
レ
度
依
命
此
段
及
通
牒
候
也

　
　
　
　
　

記

一　

普
通
学
校
及
之
ト
同
等
程
度
ト
認
ム
ヘ
キ
学
校
ニ
在
リ
テ
ハ
生
徒
一
人
ニ
付
一
箇
年
約
拾
本
宛
ヲ
植
栽
ス
ル
コ
ト

二　

中
等
程
度
ノ
学
校
ニ
在
リ
テ
ハ
生
徒
一
人
ニ
付
一
箇
年
約
貮
拾
本
宛
ヲ
植
栽
ス
ル
コ
ト

三　

植
栽
地
ノ
面
積
ハ
苗
木
壹
本
ニ
付
約
壹
坪
ノ
割
合
ヲ
以
テ
算
出
シ
事
業
継
続
年
限
ニ
応
シ
テ
積
算
ス
ル
コ
ト

四　

可
成
五
箇
年
以
上
輪
伐
期
以
内
ノ
継
続
事
業
ト
為
ス
コ
ト
但
シ
実
力
ニ
伴
ハ
サ
ル
過
大
ノ
計
画
ヲ
避
ク
ル
コ
ト
）
55
（

　

　

学
校
林
の
規
模
に
つ
い
て
は
、
例
え
ば
、
京
城
高
等
普
通
学
校
教
諭
の
福
島
百
蔵
が
そ
の
適
正
規
模
の
算
出
方
法
に
つ
い
て
言

及
し
て
い
る
。
彼
に
よ
る
と
、
学
校
林
の
規
模
は
、
平
均
一
人
当
た
り
一
二
〇
坪
な
い
し
二
四
〇
坪
と
し
て
、
こ
れ
に
栽
植
生
徒

数
（
全
校
生
徒
数
）
を
か
け
た
面
積
が
適
当
で
あ
る
と
し
て
い
る
。
す
な
わ
ち
、
栽
植
生
徒
数
が
一
六
〇
人
の
場
合
、
六
町
四
反

（
一
万
九
二
〇
〇
坪
）
な
い
し
一
二
町
八
反
（
三
万
八
四
〇
〇
坪
）
程
度
の
面
積
が
適
正
規
模
と
い
う
こ
と
に
な
る
。
た
だ
し
、
将

来
の
収
入
を
目
的
に
基
本
財
産
を
作
る
場
合
は
こ
の
四
、五
倍
以
上
は
必
要
で
あ
る
と
し
て
い
る
）
56
（

。
で
は
、
こ
こ
で
も
〔
表―

４
〕

に
よ
っ
て
公
立
普
通
学
校
に
お
け
る
実
際
の
学
校
林
の
面
積
を
確
認
す
る
と
、
一
九
一
九
年
の
時
点
で
一
学
校
平
均
一
五
町
二
反
九
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畝
一
一
歩
で
あ
っ
た
。
ち
な
み
に
同
時
期
の
公
立
小
学
校
の
学
校
林
は
一
学
校
平
均
八
町

八
反
八
畝
二
五
歩
で
あ
っ
た
の
で
、
公
立
普
通
学
校
は
公
立
小
学
校
と
比
較
し
て
平
均
約

一
・
七
倍
の
学
校
林
を
所
有
し
て
い
た
こ
と
に
な
る
の
で
あ
る
。

　

以
上
、
実
際
の
事
例
を
交
え
な
が
ら
見
た
通
り
、
朝
鮮
の
普
通
学
校
で
は
農
業
科
を
核

と
す
る
農
業
教
育
が
積
極
的
か
つ
広
範
に
実
施
さ
れ
て
い
た
の
で
あ
る
。
し
か
し
、
こ
こ

で
注
意
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
こ
と
は
、
こ
の
よ
う
な
農
業
科
の
教
育
内
容
は
、
元
来
日

本
内
地
で
は
高
等
小
学
校
で
実
施
さ
れ
て
い
た
と
い
う
点
で
あ
る
。
法
令
上
の
就
学
年
齢

か
ら
見
て
尋
常
小
学
校
に
該
当
す
る
朝
鮮
の
普
通
学
校
で
、
な
ぜ
こ
の
よ
う
な
農
業
科
の

実
施
が
可
能
で
あ
っ
た
の
か
。
そ
の
要
因
を
教
員
お
よ
び
生
徒
の
両
面
か
ら
分
析
し
て
お

く
必
要
が
あ
る
。

　

ま
ず
前
者
の
教
員
に
関
し
て
い
う
と
、
普
通
学
校
で
実
習
指
導
を
含
む
よ
う
な
農
業
科

を
実
践
す
る
た
め
に
は
、
一
般
的
な
教
科
目
と
は
違
い
農
業
に
関
す
る
専
門
的
な
知
識
は

も
ち
ろ
ん
の
こ
と
、
生
徒
に
実
地
指
導
が
で
き
る
程
度
に
ま
で
教
員
自
身
の
技
能
を
高
め

て
お
か
な
け
れ
ば
な
ら
な
か
っ
た
。
そ
こ
で
、
普
通
学
校
の
日
本
人
教
員
を
対
象
に
し
て

農
業
科
の
学
科
や
農
業
実
習
に
関
す
る
講
習
会
が
定
期
的
に
開
催
さ
れ
た
。

例
え
ば
、
一
九
一
四
（
大
正
三
）
年
七
月
二
二
日
〜
八
月
四
日
に
京
城
高
等
普
通
学
校

附
属
臨
時
教
員
養
成
所
で
開
催
さ
れ
た
公
立
普
通
学
校
内
地
人
教
員
夏
季
講
習
会
で
は
、

農
業
科
専
修
の
八
一
名
と
手
工
科
専
修
の
四
八
名
に
分
け
て
講
習
が
実
施
さ
れ
そ
れ
ぞ
れ

に
講
義
と
実
習
が
行
わ
れ
た
）
57
（

。
こ
れ
に
加
え
て
、
普
通
学
校
教
員
は
実
業
学
校
教
員
講
習

会
に
も
参
加
し
て
い
る
。
例
え
ば
、
一
六
年
八
月
に
は
水
原
農
林
学
校
（
一
〜
二
二
日
）

と
京
城
高
等
普
通
学
校
附
属
臨
時
教
員
養
成
所
（
二
三
〜
三
〇
日
）
で
実
業
学
校
教
員
講

〔表－４〕　公立普通学校・公立小学校学校林設置状況
公立普通学校 公立小学校

学校数 総面積 １学校平均 学校数 総面積 １学校平均

1912年 ― 2819・3・4・09 ― ― 371・6・2・09 ―

1913年 311 3554・7・3・18 11・4・3・01 76 685・2・4・02 9・0・1・19
1914年 347 4339・8・6・05 11・5・0・20 128 1225・4・2・05 9・5・7・11
1915年 369 4862・8・4・04 13・1・7・25 190 1769・8・2・16 9・3・1・15
1916年 393 5717・2・4・27 14・5・4・23 229 2132・4・9・21 9・3・1・07
1917年 414 6429・0・5・19 15・5・2・26 255 2520・0・0・00 9・8・8・07
1918年 436 6951・1・7・26 15・9・4・09 280 2876・2・8・03 10・2・7・07
1919年 508 7769・2・7・10 15・2・9・11 339 3013・2・3・20 8・8・8・25

 （面積単位　町・反・畝・歩）

（出典）「学校林調」（『朝鮮総督府官報』2380号、1920年７月６日付）156～158頁より作成。
（備考）各年の数値はそれぞれ12月末日現在のものである。
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習
会
が
開
催
さ
れ
た
が
、
こ
こ
に
は
農
業
学
校
教
員
一
五
名
、
簡
易
農
業
学
校
教
員
二
〇
名
に
加

え
て
聴
講
生
と
し
て
普
通
学
校
教
員
一
三
名
、
小
学
校
教
員
一
三
名
が
参
加
し
て
い
る
。
講
習
会

は
学
科
が
午
前
八
〜
一
二
時
、
実
習
が
午
後
一
〜
四
時
に
実
施
さ
れ
、
実
習
は
勧
業
模
範
場
お
よ

び
農
林
学
校
の
田
水
田

（
畑
・
水
田
）
や
山
林
な
ど
を
利
用
し
て
屋
外
炎
天
下
の
下
で
行
わ
れ
た

と
い
う
）
58
（

。
こ
の
よ
う
に
時
に
は
相
当
本
格
的
か
つ
長
期
間
に
わ
た
る
講
習
を
教
員
に
課
す
こ
と
に

よ
っ
て
、
普
通
学
校
で
農
業
科
を
実
施
す
る
こ
と
が
可
能
と
な
っ
た
の
で
あ
る
。

　

次
に
、
後
者
の
生
徒
に
関
し
て
い
う
と
、
就
学
す
る
朝
鮮
人
生
徒
の
年
齢
の
高
さ
を
指
摘
し
な

け
れ
ば
な
ら
な
い
。
す
で
に
見
た
よ
う
に
、
普
通
学
校
は
年
齢
八
年
以
上
の
者
か
ら
入
学
で
き
た

の
で
、
本
来
は
第
一
学
年
の
八
年
か
ら
第
四
学
年
の
一
一
年
ま
で
就
学
す
る
の
が
原
則
で
あ
っ

た
。
し
か
し
、
現
実
に
は
〔
表―

５
〕
に
明
ら
か
な
よ
う
に
、
平
均
年
齢
で
い
う
と
三
〜
五
歳
程

度
年
齢
の
高
い
生
徒
が
就
学
し
て
い
た
の
で
あ
る
。
時
期
が
下
る
に
し
た
が
っ
て
年
々
最
多
年
齢

と
最
少
年
齢
の
差
が
縮
ま
る
傾
向
が
あ
っ
た
と
は
い
え
、
一
〇
年
代
を
通
じ
て
就
学
生
徒
の
年
齢

の
ば
ら
つ
き
は
こ
と
の
ほ
か
大
き
く
、
二
〇
歳
代
の
生
徒
も
決
し
て
珍
し
く
な
い
状
況
で
あ
っ

た
）
59
（

。
こ
れ
は
日
本
内
地
に
置
き
換
え
れ
ば
、
高
等
小
学
校
・
中
学
校
・
実
業
学
校
な
ど
に
相
当
す

る
年
齢
で
あ
る
。
し
か
し
、
だ
か
ら
こ
そ
朝
鮮
の
普
通
学
校
で
は
、
卒
業
後
す
ぐ
に
実
際
の
生
活

に
役
立
つ
農
業
教
育
が
重
視
さ
れ
た
の
で
あ
り
、
農
業
実
習
を
含
む
農
業
科
の
教
育
活
動
を
実
施

す
る
こ
と
が
可
能
で
あ
っ
た
と
い
え
る
の
で
あ
る
）
60
（

。

四　

勧
農
機
関
と
し
て
の
普
通
学
校―

学
校
外
で
の
農
業
教
育

　

普
通
学
校
に
お
け
る
農
業
教
育
は
、
学
校
内
に
と
ど
ま
ら
ず
学
校
外
で
も
積
極
的
に
展
開
さ
れ

〔表－５〕　公立普通学校生徒平均年齢
第１学年（８） 第２学年（９） 第３学年（10） 第４学年（11）

1918年
３月末日

平　均 11・07 13・01 14・02 15・05
最　多 24・05 27・05 27・02 27・11
最　少 7・01 7・06 8・07 10・00

1919年
３月末日

平　均 11・04 12・11 14・01 15・03
最　多 12・07 13・08 15・03 19・09
最　少 10・04 11・07 13・01 12・07

 （単位　年・月）

（出典）『朝鮮総督府統計年報』大正６年度（朝鮮総督府、1919年３月）892～893頁。
　　　  『朝鮮総督府統計年報』大正７年度（朝鮮総督府、1920年３月）980～981頁。
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た
。
そ
も
そ
も
普
通
学
校
自
体
が
、
朝
鮮
人
生
徒
に
対
す
る
学
校
内
で
の
教
育
活
動
だ
け
で
は
な
く
、
学
校
を
拠
点
と
し
て
周
辺

地
域
に
国
語
（
日
本
語
）
の
普
及
な
ど
と
い
っ
た
教
育
効
果
を
波
及
さ
せ
る
こ
と
、
そ
し
て
最
終
的
に
は
朝
鮮
総
督
府
の
支
配
そ
の

も
の
を
朝
鮮
人
社
会
の
内
部
に
深
く
浸
透
さ
せ
る
と
い
う
役
割
ま
で
期
待
さ
れ
て
い
た
の
で
あ
る
。
例
え
ば
、
一
九
一
二
（
明
治

四
五
）
年
七
月
に
開
催
さ
れ
た
公
立
普
通
学
校
長
講
習
会
の
席
上
で
、
宇
佐
美
勝
夫
内
務
部
長
官
は
以
下
の
よ
う
な
訓
示
を
残
し
て

い
る
。一　

普
通
学
校
ノ
影
響
ヲ
全
部
ニ
及
ホ
ス
ヘ
シ

普
通
学
校
ハ
大
部
分
其
郡
ニ
於
テ
唯
一
ノ
学
校
ナ
レ
ハ
其
ノ
影
響
ヲ
全
郡
ニ
及
ホ
サ
ン
コ
ト
ヲ
努
ム
ヘ
シ
例
ヘ
ハ
郡
内
私
立
学

校
ノ
如
キ
モ
普
通
学
校
ヲ
中
心
ト
セ
シ
メ
或
ハ
児
童
就
学
ニ
於
テ
モ
単
ニ
学
校
附
近
ノ
者
ニ
限
ラ
ス
シ
テ
ナ
ル
ヘ
ク
各
面
ヨ
リ

志
望
者
ヲ
募
リ
或
ハ
国
語
普
及
会
ノ
如
キ
モ
ナ
ル
ヘ
ク
広
キ
範
囲
ニ
於
テ
之
ヲ
行
ヒ
或
ハ
各
面
洞
長
ノ
如
キ
ニ
モ
時
時
普
通
学

校
ニ
参
観
セ
シ
メ
或
ハ
普
通
学
校
ニ
於
テ
試
作
シ
タ
ル
種
物
苗
木
ヲ
各
面
ニ
配
布
ス
ル
カ
如
キ
或
ハ
普
通
学
校
児
童
ノ
成
績
品

ヲ
各
面
事
務
所
私
立
学
校
書
房
ニ
分
与
ス
ル
カ
如
キ
其
他
普
通
学
校
ノ
影
響
ヲ
全
部
ニ
及
ホ
ス
ヘ
キ
方
法
多
多
ナ
リ
ト
信
ス
諸

子
ハ
宜
シ
ク
是
等
ノ
点
ニ
留
意
シ
彼
等
ヲ
シ
テ
好
意
ヲ
表
セ
シ
ム
ル
ト
共
ニ
普
通
学
校
ノ
真
価
ヲ
知
悉
セ
シ
ム
ル
コ
ト
ニ
努
力

ス
ヘ
キ
ナ
リ
）
61
（

　

　

こ
う
し
て
普
通
学
校
の
農
業
教
育
に
関
し
て
も
、
学
校
外
の
周
辺
地
域
に
ま
で
そ
の
効
果
を
波
及
さ
せ
る
べ
く
さ
ま
ざ
ま
な
手

段
・
方
法
が
講
じ
ら
れ
る
こ
と
に
な
っ
た
の
で
あ
る
。

　

こ
の
う
ち
最
も
一
般
的
な
方
法
と
し
て
大
部
分
の
普
通
学
校
で
実
施
さ
れ
た
の
が
、
農
業
実
習
な
ど
で
生
産
し
た
農
産
物
の
一
部

や
種
苗
・
種
卵
・
苗
木
な
ど
を
生
徒
や
父
兄
に
配
布
す
る
と
い
う
形
式
の
活
動
で
あ
っ
た
。
そ
の
目
的
は
、
朝
鮮
人
生
徒
・
父
兄
に

農
事
改
良
の
効
果
や
改
良
品
種
の
優
秀
性
を
実
感
さ
せ
、
そ
れ
を
き
っ
か
け
と
し
て
学
校
周
辺
地
域
に
お
け
る
農
事
改
良
を
促
進
さ

せ
る
こ
と
で
あ
っ
た
。
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こ
こ
で
、
こ
の
活
動
に
関
す
る
実
例
を
雑
誌
記
事
か
ら
二
例
挙
げ
て
お
く
。
ま
ず
、
慶
尚
北
道
・
眞
寶
公
立
普
通
学
校
で
は
、
農

業
実
習
と
し
て
秋
蒔
蔬
菜
種
子
の
中
か
ら
良
質
な
も
の
を
選
ん
で
各
種
の
蔬
菜
栽
培
を
実
施
さ
せ
て
い
た
。
生
徒
た
ち
は
実
習
時
間

や
放
課
後
に
喜
ん
で
農
具
を
手
に
し
、
中
耕
・
採
草
・
害
蟲
駆
除
等
の
作
業
に
従
事
し
た
と
い
う
。
そ
の
お
か
げ
で
農
場
は
整
頓
さ

れ
作
物
は
繁
茂
し
、
生
徒
た
ち
も
朝
夕
や
休
憩
時
間
に
農
場
に
入
っ
て
は
あ
る
種
の
快
感
を
覚
え
る
よ
う
な
あ
り
さ
ま
で
あ
っ
た
。

収
穫
物
の
大
部
分
は
生
徒
に
配
布
し
、
残
り
の
一
部
は
販
売
し
て
収
益
金
を
得
る
こ
と
に
な
っ
た
が
、
そ
の
収
益
金
も
分
配
し
て
生

徒
の
郵
便
貯
金
と
す
る
計
画
で
あ
っ
た
。
そ
の
一
方
で
、
生
徒
の
父
兄
た
ち
の
中
に
は
、
時
々
子
弟
が
持
参
す
る
蔬
菜
に
快
味
を
感

じ
て
、
自
ら
し
ば
し
ば
登
校
し
て
は
そ
の
栽
培
方
法
を
学
校
側
に
問
い
、
種
子
を
請
求
す
る
も
の
ま
で
現
れ
た
と
い
う
の
で
あ
る
）
62
（

。

　

も
う
一
つ
、
忠
清
北
道
・
報
恩
公
立
普
通
学
校
で
は
、
一
九
一
二
（
明
治
四
五
・
大
正
元
）
年
度
に
実
習
地
に
水
田

（
水
田
）
七
畝

歩
を
設
け
、
道
か
ら
配
布
を
受
け
た
水
稲
改
良
品
種
・
多
摩
錦
の
試
作
を
実
施
し
た
。
試
作
の
成
績
は
大
変
良
好
で
、
朝
鮮
在
来
品

種
と
比
較
し
て
品
種
も
優
良
で
か
つ
収
穫
量
も
多
量
に
の
ぼ
り
、
こ
の
こ
と
は
生
徒
・
父
兄
は
も
ち
ろ
ん
そ
の
他
一
般
の
朝
鮮
人
も

広
く
認
め
る
と
こ
ろ
と
な
っ
た
。
そ
の
結
果
、
生
徒
か
ら
学
校
に
対
し
て
改
良
品
種
種
子
の
貸
付
交
換
の
申
し
出
が
な
さ
れ
、
学
校

と
し
て
も
喜
ん
で
そ
の
希
望
を
受
け
入
れ
て
種
子
の
大
部
分
を
生
徒
に
貸
付
け
、
翌
年
度
の
収
穫
を
待
っ
て
そ
れ
を
返
納
さ
せ
る
こ

と
に
し
た
の
で
あ
っ
た
。
以
来
こ
の
方
法
を
二
年
間
実
行
し
て
き
た
が
、
お
か
げ
で
学
校
周
辺
に
改
良
品
種
が
次
第
に
普
及
す
る
こ

と
に
な
っ
た
。
ま
た
、
当
時
一
般
の
朝
鮮
人
農
民
は
、
在
来
品
種
を
尚
び
改
良
品
種
を
好
ま
ず
、
そ
の
た
め
農
事
改
良
の
奨
励
に
非

常
な
困
難
を
来
た
す
状
況
で
あ
っ
た
が
、
報
恩
公
立
普
通
学
校
に
お
け
る
生
産
物
の
成
績
や
品
種
の
優
秀
さ
を
直
に
目
撃
す
る
や
、

彼
ら
も
つ
い
に
自
ら
進
ん
で
水
稲
改
良
品
種
を
栽
培
す
る
よ
う
に
な
っ
た
と
い
う
。
こ
う
し
て
普
通
学
校
の
活
動
と
郡
当
局
者
の
奨

励
が
あ
い
ま
っ
て
、
郡
内
に
お
け
る
水
稲
改
良
品
種
の
普
及
が
大
い
に
進
ん
だ
と
い
う
）
63
（

。

　

こ
の
よ
う
な
方
法
の
ほ
か
に
、
学
校
の
外
に
教
育
活
動
の
範
囲
を
さ
ら
に
広
げ
て
、
朝
鮮
人
生
徒
の
家
庭
や
周
辺
地
域
社
会
に
深

く
入
り
込
む
よ
う
な
形
式
で
の
農
業
教
育
の
取
り
組
み
も
行
わ
れ
た
。

　

例
え
ば
、
前
述
の
南
庄
之
助
な
ど
は
、
平
安
南
道
・
順
安
公
立
普
通
学
校
で
「
自
宅
実
習
」
と
総
称
す
る
「
一
坪
農
業
」、「
十
個

養
蚕
」、
養
鶏
と
い
っ
た
教
育
活
動
を
実
践
し
て
い
た
。
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「
一
坪
農
業
」
と
は
、
普
通
学
校
の
生
徒
に
父
兄
か
ら
一
坪
以
上
の
田
あ
る
い
は
畑
を
借
り
さ
せ
て
自
ら
栽
培
・
耕
作
に
当
た
ら

せ
る
も
の
で
あ
る
。「
一
坪
農
業
」
で
は
耕
耘
・
下
種
・
栽
培
・
除
草
・
中
耕
・
補
肥
そ
の
他
一
切
の
作
業
を
生
徒
自
身
が
行
い
、

他
人
の
手
を
全
く
借
り
な
い
の
が
決
ま
り
で
あ
っ
た
。
一
坪
農
業
用
の
種
苗
は
基
本
的
に
学
校
指
定
の
も
の
を
使
用
し
、
収
穫
物
は

貯
金
の
財
源
と
す
る
こ
と
に
な
っ
て
い
た
。
生
徒
は
、
全
作
業
期
間
に
わ
た
っ
て
「
イ　

種
苗
の
品
種
及
名
称　

ロ　

気
象　

ハ　

下
種
移
植  
ニ　

除
草
中
耕
施
肥
等
の
手
入　

ホ　

肥
料
及
其
の
種
類　

ヘ　

収
穫
量　

ト　

収
穫
物
の
処
分
（
売
上
金
）
其
の
他

必
要
な
る
事
項
」
を
記
録
し
た
一
坪
農
業
日
誌
を
作
成
す
る
こ
と
に
な
っ
て
い
た
）
64
（

。

　

ち
な
み
に
、
こ
の
「
一
坪
農
業
」
は
、
も
と
も
と
静
岡
県
浜
松
町
農
会
長
で
あ
っ
た
織
田
利
三
郎
が
始
め
た
も
の
で
あ
る
。
織
田

利
三
郎
は
、
ア
メ
リ
カ
・
セ
ン
ト
ル
イ
ス
で
の
万
国
博
覧
会
を
視
察
し
た
際
、
ル
イ
ジ
ア
ナ
州
の
小
学
校
生
徒
の
自
作
玉
蜀
黍
を
見

て
大
い
に
刺
激
を
受
け
、
帰
国
後
の
一
九
〇
八
年
に
「
一
坪
農
業
」
を
創
案
し
た
。
そ
の
後
一
一
年
か
ら
静
岡
県
志
太
郡
内
の
小
学

校
で
大
規
模
に
実
施
さ
れ
、
や
が
て
高
等
小
学
校
の
農
業
科
と
結
び
つ
く
こ
と
に
よ
っ
て
二
〇
年
代
前
半
ま
で
全
国
で
実
施
さ
れ
た

も
の
で
あ
る
）
65
（

。

　

な
お
、
残
り
の
「
十
個
養
蚕
」
や
養
鶏
で
も
実
習
の
や
り
方
自
体
は
「
一
坪
農
業
」
と
さ
ほ
ど
変
わ
り
は
な
い
。「
十
個
養
蚕
」
は
、

学
校
か
ら
蚕
児
の
配
布
を
受
け
、
生
徒
が
家
庭
で
一
〇
匹
以
上
の
蚕
児
を
飼
育
す
る
と
い
う
も
の
で
あ
り
、
養
鶏
は
、
生
徒
が
父
兄

か
ら
二
羽
な
い
し
三
羽
の
鶏
を
も
ら
い
自
ら
飼
育
す
る
と
い
う
も
の
で
あ
る
。
ど
ち
ら
の
場
合
も
す
べ
て
の
作
業
を
生
徒
が
一
人
で

行
い
、
養
蚕
日
誌
や
母
鶏
産
卵
日
誌
を
記
録
・
作
成
す
る
こ
と
に
な
っ
て
い
た
。

　

そ
の
一
方
で
、
教
師
は
、
毎
月
二
回
各
家
庭
を
訪
問
し
て
「
一
坪
農
業
」
の
経
営
、
養
蚕
・
養
鶏
の
方
法
、
桑
の
手
入
れ
な
ど
に

つ
い
て
指
導
を
行
っ
た
ほ
か
、
合
わ
せ
て
生
徒
の
家
庭
に
お
け
る
予
習
・
復
習
の
状
況
や
家
庭
そ
の
も
の
の
状
況
に
つ
い
て
ま
で
そ

の
把
握
に
努
め
た
。
ま
た
、「
自
宅
実
習
」
の
生
産
物
は
、
年
一
回
学
校
で
開
か
れ
る
児
童
農
芸
品
展
覧
会
に
出
品
さ
せ
、
そ
の
う

ち
優
秀
な
も
の
に
は
褒
状
な
ら
び
に
賞
品
が
授
与
さ
れ
た
の
で
あ
る
）
66
（

。

　

こ
の
よ
う
な
朝
鮮
人
家
庭
に
ま
で
入
り
込
ん
だ
「
自
宅
実
習
」
が
も
つ
効
果
や
有
効
性
に
つ
い
て
、
南
庄
之
助
は
次
の
よ
う
に
語
っ

て
い
る
。
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朝
鮮
に
於
て
は
一
層
児
童
父
兄
と
接
近
す
る
の
必
要
が
あ
り
ま
す
。
然
る
に
今
日
普
通
に
行
は
る
ゝ
と
こ
ろ
の
家
庭
訪
問
な
る

も
の
を
見
る
に
、
只
だ
形
式
的
に
訪
問
し
て
形
式
的
に
迎
え
る
に
過
ぎ
な
い
で
、
少
し
も
曲
折
あ
る
訪
問
が
行
は
れ
な
い
や
う

に
認
め
ま
す
。
然
る
に
自
宅
実
習
を
行
ひ
ま
す
と
大
い
に
訪
問
者
の
感
興
と
期
待
心
と
を
惹
起
し
、
こ
ゝ
に
初
め
て
意
義
あ
り

趣
味
あ
る
訪
問
が
行
は
れ
ま
す
。
即
ち
家
人
は
大
い
に
其
の
誠
意
に
動
さ
れ
歓
待
至
ら
ざ
る
な
く
、
遂
に
は
膝
相
交
へ
歓
笑
談

話
す
る
や
う
に
な
り
ま
し
て
、
真
に
教
育
上
最
も
価
値
あ
る
要
求
を
す
る
や
う
に
至
り
ま
す
。
こ
れ
は
私
の
実
験
に
よ
り
ま
し

て
明
か
で
あ
り
ま
す
。
例
へ
ば
一
坪
農
業
の
実
際
を
見
て
発
育
手
入
施
肥
除
草
の
行
届
け
る
も
の
は
褒
め
、
然
ら
ざ
る
も
の
は

其
の
尽
さ
ヾ
る
点
を
懇
切
に
指
摘
指
導
し
、
養
蚕
、
養
鶏
も
其
の
通
り
で
、
指
摘
指
導
す
る
間
に
父
も
来
る
母
も
来
る
兄
も
来

る
と
云
ふ
や
う
な
様
に
て
、
知
ら
ず
識
ら
ず
家
人
と
接
近
し
遂
に
情
味
掬
す
べ
き
に
至
り
ま
す
。
斯
の
如
く
自
宅
実
習
は
一
面

に
は
農
業
上
の
知
識
技
能
を
授
く
る
と
共
に
、
家
庭
作
業
に
趣
味
を
有
せ
し
め
、
一
面
に
は
有
効
な
る
学
校
と
家
庭
と
の
唯
一

連
鎖
に
な
り
ま
す
）
67
（

。

　

つ
ま
り
、
南
庄
之
助
の
体
験
談
か
ら
も
分
か
る
通
り
、
朝
鮮
人
生
徒
に
家
庭
で
の
「
自
宅
実
習
」
を
課
す
こ
と
に
よ
っ
て
、
農
業

教
育
を
糸
口
と
し
て
学
校
の
影
響
力
を
朝
鮮
人
家
庭
に
よ
り
一
層
深
く
及
ぼ
す
こ
と
に
つ
な
が
っ
た
の
で
あ
る
。

　

ま
た
、
別
の
事
例
と
し
て
は
、
忠
清
南
道
・
燕
岐
公
立
普
通
学
校
で
行
わ
れ
た
「
地
方
実
習
地
」
や
「
生
徒
組
合
小
作
」
と
い
う

も
の
も
あ
る
。

　

「
地
方
実
習
地
」
と
は
、
普
通
学
校
の
通
学
生
徒
が
五
、六
名
集
ま
っ
て
い
る
地
域
に
実
習
地
を
設
置
す
る
と
い
う
も
の
で
あ
る
。

そ
の
目
的
は
、「
学
校
教
育
を
単
に
学
校
内
に
の
み
止
め
ず
、
進
ん
で
之
を
家
庭
及
地
方
に
及
ぼ
」
す
こ
と
、「
産
業
奨
励
の
一
助
と

し
て
地
方
民
に
模
範
た
ら
し
め
ん
と
す
」
る
こ
と
、「
卒
業
後
尚
学
校
に
於
て
受
け
た
る
実
際
上
の
趣
味
を
保
留
せ
し
め
尚
学
校
と

の
関
係
を
保
た
し
め
む
と
す
」
る
こ
と
の
三
点
で
あ
っ
た
。
実
習
地
の
面
積
は
一
〇
坪
以
上
三
〇
坪
以
内
で
、
そ
の
位
置
は
学
校
が

適
当
な
部
落
を
指
定
し
て
決
定
さ
れ
た
。
実
習
地
の
設
置
に
当
た
っ
て
は
、
同
じ
部
落
内
の
生
徒
が
自
ら
交
渉
を
行
い
、
交
渉
が
困

難
な
場
合
は
学
校
が
手
助
け
を
行
っ
た
。
実
習
地
の
管
理
は
、
そ
の
地
域
内
の
上
級
生
が
中
心
と
な
っ
て
行
い
、
生
産
物
は
各
家
庭
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に
分
配
す
る
か
も
し
く
は
売
却
さ
れ
た
。
ま
た
、
学
校
で
は
生
産
物
を
集
め
て
品
評
会
が
開
催
さ
れ
た
。
な
お
、
父
兄
も
こ
う
し
た

活
動
に
興
味
を
示
し
、
土
地
の
選
定
な
ど
に
つ
い
て
尽
力
し
た
も
の
も
多
か
っ
た
と
い
う
。
一
九
一
五
（
大
正
四
）
年
度
に
は
全
部

で
九
箇
所
の
実
習
地
が
設
置
さ
れ
、
ポ
プ
ラ
苗
木
・
ア
カ
シ
ア
苗
木
・
桑
苗
木
・
馬
鈴
薯
が
栽
培
さ
れ
た
）
68
（

。

　

も
う
一
方
の
「
生
徒
組
合
小
作
」
と
は
、
第
四
学
年
の
生
徒
を
組
合
員
と
し
て
学
校
の
指
導
に
よ
っ
て
小
作
を
行
う
も
の
で
あ
る
。

小
作
を
行
う
際
の
労
力
・
資
金
・
損
失
な
ど
は
す
べ
て
組
合
員
の
負
担
で
あ
っ
た
。
組
合
小
作
の
耕
作
方
法
は
な
る
べ
く
改
良
法
、

す
な
わ
ち
日
本
内
地
の
近
代
的
農
業
技
術
を
採
用
す
る
こ
と
と
し
、
生
産
物
か
ら
小
作
料
お
よ
び
経
費
を
支
払
っ
た
残
り
は
す
べ
て

組
合
員
の
所
得
と
な
っ
た
。
一
九
一
五
年
度
に
は
二
五
〇
坪
の
水
田

（
水
田
）
で
組
合
小
作
が
行
わ
れ
、
水
稲
改
良
品
種
・
早
神
力
が

栽
培
さ
れ
た
。
な
お
、
一
五
年
度
の
組
合
小
作
で
は
作
物
の
成
育
も
良
好
で
、
一
般
の
朝
鮮
人
農
民
に
十
分
な
模
範
を
示
す
こ
と
が

で
き
た
が
、
こ
れ
を
見
た
附
近
の
有
志
か
ら
、
来
年
度
は
自
己
の
所
有
地
を
提
供
す
る
の
で
、
休
日
そ
の
他
を
利
用
し
て
学
校
生
徒

の
手
で
試
験
的
に
耕
作
し
、
一
層
地
方
民
に
模
範
を
示
さ
れ
た
い
、
と
の
申
し
出
が
寄
せ
ら
れ
、
学
校
も
そ
の
申
し
出
を
受
け
入
れ

た
と
い
う
）
69
（

。

　

さ
て
、
こ
こ
ま
で
は
す
べ
て
普
通
学
校
に
就
学
す
る
朝
鮮
人
生
徒
を
対
象
と
し
た
農
業
教
育
で
あ
っ
た
が
、
普
通
学
校
に
よ
る
教

育
や
指
導
は
卒
業
後
も
さ
ま
ざ
ま
な
形
式
を
と
っ
て
継
続
的
に
実
施
さ
れ
た
。

　

ち
な
み
に
、
本
章
冒
頭
で
取
り
上
げ
た
一
九
一
二
年
七
月
の
公
立
普
通
学
校
長
講
習
会
に
お
け
る
宇
佐
美
内
務
部
長
の
訓
示
の
中

に
は
、
実
は
次
の
よ
う
な
指
示
も
合
わ
せ
て
行
わ
れ
て
い
る
。

一　

卒
業
生
ノ
指
導
ニ
努
ム
ヘ
シ

普
通
学
校
ヲ
卒
業
セ
シ
ム
ル
目
的
ハ
言
フ
マ
テ
モ
ナ
ク
高
等
ノ
学
校
ニ
対
ス
ル
予
備
教
育
ニ
ア
ラ
ス
シ
テ
国
民
ト
シ
テ
具
フ
ヘ

キ
普
通
ノ
知
識
ト
国
民
的
性
格
ト
ヲ
養
成
ス
ル
ニ
ア
ル
ヲ
以
テ
卒
業
後
ハ
主
ト
シ
テ
家
庭
ニ
入
ツ
テ
父
祖
ノ
業
ヲ
継
承
シ
之
ヲ

改
良
シ
テ
忠
良
ナ
ル
文
化
ノ
民
タ
ラ
シ
ム
ル
ヲ
要
ス

然
ル
ニ
現
今
卒
業
生
ニ
関
ス
ル
情
況
報
告
ヲ
見
ル
ニ
其
ノ
大
半
ハ
上
級
学
校
ニ
入
学
ヲ
志
望
シ
殊
ニ
貧
家
ノ
子
弟
ニ
シ
テ
然
モ



熊本学園大学　文学・言語学論集　第21巻第１号（2014年６月15日） （87）― 87 ―

(26)

其
ノ
資
質
進
ン
テ
高
等
ノ
学
ヲ
修
ム
ル
ニ
適
セ
サ
ル
者
モ
尚
家
庭
ノ
人
ト
ナ
ル
ヲ
屑
シ
ト
セ
ス
各
地
ニ
放
浪
シ
テ
徒
ラ
ニ
高
等

ナ
ル
修
学
ヲ
夢
想
ス
ル
モ
ノ
サ
ヘ
ア
リ
是
等
ハ
実
ニ
憂
慮
ス
ヘ
キ
事
柄
ニ
シ
テ
深
ク
諸
子
ノ
考
慮
ヲ
請
ハ
ム
ト
欲
ス
ル
所
ナ
リ

本
官
ハ
今
後
ノ
卒
業
生
カ
諸
子
ノ
懇
篤
ナ
ル
指
導
ニ
由
リ
喜
ン
テ
鋤
鍬
ヲ
執
リ
好
ン
テ
商
売
、
工
作
ノ
業
ニ
就
キ
以
テ
朝
鮮
ノ

殖
産
興
業
ノ
上
ニ
有
力
ナ
ル
活
動
者
ト
ナ
リ
テ
努
力
ス
ル
ニ
至
ラ
ン
コ
ト
最
モ
切
望
ニ
堪
ヘ
サ
ル
ナ
リ
）
70
（

　

　

す
な
わ
ち
、
普
通
学
校
の
目
的
は
、
上
級
学
校
に
進
学
さ
せ
る
こ
と
で
は
な
く
、
卒
業
後
家
業
や
実
業
に
従
事
し
「
忠
良
ナ
ル
国

民
」
と
な
る
よ
う
に
養
成
す
る
こ
と
で
あ
る
と
確
認
し
た
上
で
、
卒
業
後
、
徒
に
進
学
を
希
望
し
た
り
あ
る
い
は
無
為
徒
食
の
生
活

に
陥
っ
た
り
す
る
こ
と
な
く
、
た
だ
ち
に
農
業
な
ど
の
実
業
に
従
事
す
る
よ
う
に
卒
業
生
を
十
分
指
導
す
る
こ
と
を
集
ま
っ
た
学
校

長
に
指
示
し
た
も
の
で
あ
る
。

　

こ
の
よ
う
な
総
督
府
の
方
針
に
基
づ
い
て
、
一
九
一
〇
年
代
の
普
通
学
校
は
、
さ
ま
ざ
ま
な
手
段
・
方
法
を
通
じ
て
卒
業
生
に
対

す
る
教
育
や
指
導
を
行
っ
た
。
な
か
で
も
農
業
教
育
や
農
業
指
導
は
そ
の
中
心
で
あ
っ
た
の
で
あ
る
。

　

一
〇
年
代
の
普
通
学
校
で
実
際
に
行
わ
れ
た
卒
業
生
指
導
の
内
容
を
具
体
的
に
挙
げ
て
み
る
と
、
定
期
召
集
、
個
人
召
喚
、
登
校

奨
励
、
講
習
会
の
開
催
、
卒
業
生
同
窓
会
、
卒
業
生
父
兄
会
な
ど
が
あ
っ
た
。
こ
れ
ら
は
い
ず
れ
も
普
通
学
校
と
朝
鮮
人
生
徒
と
の

間
の
関
係
を
卒
業
後
も
維
持
し
、
学
校
か
ら
の
教
育
効
果
を
出
来
る
限
り
持
続
さ
せ
よ
う
と
い
う
意
図
か
ら
行
わ
れ
た
も
の
で
あ
っ

た
。
こ
れ
に
加
え
て
、
農
業
教
育
に
関
す
る
も
の
と
し
て
は
、
農
業
指
導
、
家
庭
訪
問
、
通
信
指
導
な
ど
が
実
施
さ
れ
た
。

　

ま
ず
、
農
業
指
導
の
具
体
的
な
事
例
を
い
く
つ
か
紹
介
す
る
と
、
例
え
ば
、
学
校
近
隣
の
卒
業
生
に
学
校
農
園
の
一
部
を
無
償
貸

付
し
、
学
校
長
の
指
導
の
下
に
普
通
作
物
の
栽
培
を
行
わ
せ
る
と
い
う
も
の
が
あ
っ
た
。
あ
る
い
は
、
学
校
指
導
の
下
に
共
同
農

園
を
経
営
さ
せ
た
り
、
卒
業
生
で
耕
地
の
な
い
も
の
に
対
し
て
郷
校
の
所
有
地
を
貸
付
け
小
作
さ
せ
た
り
す
る
と
い
う
も
の
も
あ
っ

た
。
ま
た
、
農
業
に
従
事
す
る
卒
業
生
に
対
し
て
学
校
園
の
生
産
物
の
種
子
を
分
配
し
た
り
、
卒
業
生
の
生
産
品
を
学
校
の
品
評
会

や
郡
農
産
品
評
会
な
ど
に
出
品
さ
せ
た
り
と
い
っ
た
活
動
も
見
ら
れ
た
）
71
（

。

　

次
に
、
家
庭
訪
問
と
い
う
の
は
、
学
校
教
職
員
が
手
分
け
し
て
定
期
的
ま
た
は
臨
時
に
卒
業
生
の
家
庭
を
訪
問
し
、
平
素
の
行
動
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の
状
況
を
視
察
・
調
査
す
る
と
と
も
に
適
当
な
指
導
・
注
意
を
行
う
も
の
で
あ
っ
た
。
そ
の
際
合
わ
せ
て
一
般
農
業
お
よ
び
養
蚕
・

養
鶏
な
ど
に
つ
い
て
実
地
指
導
す
る
こ
と
も
少
な
く
な
か
っ
た
と
い
う
。
ま
た
、
通
信
指
導
は
、
学
校
所
在
地
以
外
に
居
住
す
る
も

の
に
対
し
て
、
時
々
処
世
上
必
要
な
る
事
項
ま
た
は
従
事
せ
る
職
業
の
改
良
啓
発
に
必
要
な
る
事
項
な
ど
を
謄
写
し
て
、
本
人
や
保

護
者
な
ど
に
送
付
す
る
も
の
で
あ
っ
た
。
な
か
に
は
、
毎
月
学
校
で
作
成
す
る
農
業
年
中
行
事
表
を
各
卒
業
生
に
配
布
し
、
農
業
上

の
指
導
を
行
う
場
合
も
あ
っ
た
の
で
あ
る
）
72
（

。

　

以
上
こ
こ
ま
で
の
分
析
の
結
果
、
一
九
一
〇
年
代
の
普
通
学
校
は
、
学
校
外
で
も
広
範
に
農
業
教
育
を
実
施
し
、
教
育
機
関
で
あ

る
と
同
時
に
勧
農
機
関
と
し
て
の
役
割
も
果
た
し
て
い
た
こ
と
が
明
ら
か
に
な
っ
た
。
そ
し
て
、
道
単
位
で
見
た
場
合
、
普
通
学
校

は
各
道
の
勧
農
政
策
の
拠
点
で
あ
る
農
業
学
校
お
よ
び
種
苗
場
と
緊
密
に
連
携
す
る
こ
と
に
よ
っ
て
、
朝
鮮
農
村
で
勧
農
政
策
全
般

を
推
進
し
て
い
く
こ
と
に
な
っ
た
の
で
あ
る
。

　

道
内
で
の
農
業
学
校
と
普
通
学
校
の
連
携
に
つ
い
て
具
体
例
を
挙
げ
て
み
る
と
、
ま
ず
ほ
と
ん
ど
す
べ
て
の
道
で
、
農
業
学
校
の

職
員
が
出
張
し
た
際
に
は
必
ず
附
近
の
普
通
学
校
や
小
学
校
を
視
察
し
、
農
業
科
の
教
授
や
実
習
地
の
状
況
、
ま
た
実
習
の
方
法
に

つ
い
て
意
見
を
述
べ
実
地
に
指
導
を
行
っ
て
い
た
。
ま
た
、
そ
れ
と
合
わ
せ
て
、
農
業
学
校
編
製
の
実
習
手
帳
や
実
習
暦
の
配
布
、

学
校
園
・
実
習
地
の
設
計
、
農
業
学
校
生
産
の
種
苗
・
種
卵
等
の
配
布
に
よ
る
改
良
品
種
の
普
及
な
ど
も
行
わ
れ
て
い
た
）
73
（

。
そ
れ
以

外
で
は
、
例
え
ば
、
全
羅
南
道
・
光
州
公
立
農
業
学
校
で
は
、
教
諭
一
名
を
近
隣
の
光
州
公
立
普
通
学
校
と
の
兼
務
と
し
週
一
日
教

授
と
実
地
指
導
を
行
わ
せ
る
こ
と
で
、
光
州
公
立
普
通
学
校
の
農
場
を
道
内
の
学
校
の
模
範
と
す
る
事
業
が
行
わ
れ
た
）
74
（

。
あ
る
い
は
、

平
安
南
道
・
平
壌
公
立
農
業
学
校
で
は
、
管
内
二
〇
箇
所
の
普
通
学
校
で
通
俗
農
談
会
を
開
催
し
、
普
通
学
校
上
級
生
、
生
徒
父
兄

お
よ
び
教
員
に
聴
講
さ
せ
、
一
般
農
事
の
改
良
や
普
通
学
校
の
実
習
を
奨
励
し
、
ま
た
教
員
に
対
し
て
農
業
科
教
授
上
の
参
考
資
料

を
提
供
す
る
こ
と
が
行
わ
れ
て
い
た
の
で
あ
る
）
75
（

。

　

こ
う
し
て
朝
鮮
各
地
の
普
通
学
校
は
、
朝
鮮
の
勧
農
体
制
の
枠
組
み
に
組
み
込
ま
れ
、
農
業
学
校
、
種
苗
場
、
道
・
郡
な
ど
の
行

政
官
庁
、
朝
鮮
農
会
・
地
主
会
な
ど
の
農
業
団
体
と
密
接
に
連
携
す
る
こ
と
に
よ
っ
て
、
朝
鮮
人
農
民
の
比
較
的
近
い
位
置
に
存
在

す
る
勧
農
機
関
の
一
つ
と
し
て
重
要
な
役
割
を
担
う
こ
と
に
な
っ
た
の
で
あ
る
。
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五　

普
通
学
校
農
業
科
の
限
界
性
と
有
効
性―

植
民
地
農
政
の
「
担
い
手
」
育
成
の
試
み

　

最
後
に
、
一
九
一
〇
年
代
に
展
開
さ
れ
た
普
通
学
校
で
の
農
業
科
を
核
と
す
る
農
業
教
育
に
つ
い
て
、
そ
の
限
界
性
と
有
効
性
の

両
面
か
ら
検
討
を
加
え
、
そ
れ
を
踏
ま
え
て
普
通
学
校
を
介
し
た
植
民
地
農
政
の
「
担
い
手
」
育
成
に
つ
い
て
若
干
考
察
を
行
う
。

　

ま
ず
前
者
の
限
界
性
に
関
し
て
言
え
ば
、
一
〇
年
代
の
普
通
学
校
は
設
置
数
の
少
な
さ
、
就
学
率
の
低
さ
か
ら
朝
鮮
人
社
会
に
対

し
て
非
常
に
限
ら
れ
た
影
響
力
し
か
発
揮
で
き
な
か
っ
た
と
推
測
さ
れ
る
。

　

設
置
数
を
見
る
と
、
一
〇
年
代
末
の
一
九
一
九
（
大
正
八
）
年
五
月
現
在
で
、
公
立
普
通
学
校
は
四
八
二
校
設
置
さ
れ
て
い
た
。

当
時
の
行
政
区
分
で
府
が
一
二
、
郡
が
二
二
〇
で
あ
っ
た
こ
と
や
、
都
市
部
の
府
に
比
較
的
多
く
の
普
通
学
校
が
設
置
さ
れ
た
こ
と

を
勘
案
す
る
と
、
各
郡
に
は
多
く
て
も
二
校
ほ
ど
し
か
公
立
普
通
学
校
が
設
置
さ
れ
て
い
な
か
っ
た
こ
と
に
な
る
。
ま
た
、〔
表―

６
〕
で
公
立
普
通
学
校
の
就
学
率
を
見
る
と
、
一
九
一
二
年
で
男
子
三
・
四
％
、
女
子
〇
・
三
％
、
一
九
年
で
も
男
子
五
・
四
％
、
女

子
〇
・
七
％
に
過
ぎ
な
か
っ
た
。
植
民
地
期
全
体
を
通
し
て
み
る
と
、
二
〇
年
代
半
ば
頃
か
ら
就
学
率
が
少
し
ず
つ
上
が
り
は
じ
め
、

そ
の
後
三
二
・
三
三
年
頃
を
境
に
急
激
に
上
昇
し
、
最
終
的
に
は
男
子
六
〇
％
前
後
、
女
子
三
〇
％
近
く
に
ま
で
達
す
る
。
そ
の
中

で
い
え
ば
一
〇
年
代
は
際
立
っ
て
就
学
率
が
低
い
時
期
で
あ
っ
た
の
で
あ
る
。

　

こ
れ
に
加
え
て
、
農
業
科
を
含
め
た
普
通
学
校
の
教
育
内
容
に
つ
い
て
も
、
朝
鮮
総
督
府
や
学
校
側
が
期
待
し
た
通
り
に
は
、
朝

鮮
人
父
兄
や
生
徒
か
ら
受
け
入
れ
ら
れ
な
か
っ
た
と
想
像
さ
れ
る
。
た
だ
し
、
残
念
な
が
ら
一
九
一
〇
年
代
の
普
通
学
校
に
対
す
る

朝
鮮
人
側
の
認
識
に
関
し
て
は
、
極
め
て
限
ら
れ
た
資
料
し
か
残
さ
れ
て
い
な
い
。
例
え
ば
、『
朝
鮮
総
督
府
月
報
』
に
は
「
授
業

時
間
ノ
短
キ
コ
ト
、
漢
文
科
ノ
少
キ
コ
ト
、
作
業
ヲ
課
ス
ル
コ
ト
、（
農
業
実
習
ノ
如
キ
）
等
ニ
就
キ
テ
ハ
今
猶
多
少
平
ナ
ラ
サ
ル

者
ア
リ
）
76
（

」
と
ご
く
短
く
報
告
さ
れ
て
い
る
の
み
で
あ
る
。

　

こ
こ
に
も
あ
る
よ
う
に
、
植
民
地
統
治
が
始
ま
っ
て
間
も
な
い
こ
の
時
期
、
朝
鮮
人
父
兄
に
と
っ
て
子
弟
へ
の
教
育
と
は
、
漢
文

の
読
み
書
き
を
中
心
と
し
た
朝
鮮
の
伝
統
的
な
教
育
で
あ
っ
た
）
77
（

。
そ
の
た
め
朝
鮮
人
父
兄
が
自
ら
の
子
弟
を
普
通
学
校
に
通
学
さ
せ

る
場
合
で
も
、
漢
文
教
育
に
期
待
を
寄
せ
る
状
況
で
あ
っ
た
と
思
わ
れ
る
。
次
に
挙
げ
る
記
述
は
、
こ
う
し
た
事
情
の
一
端
を
克
明
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〔表－６〕　公立普通学校生徒数・就学率

年 度
朝鮮人推定学齢人口

公立普通学校

学校数
生徒数 就学率

男 女 男 女 男 女

1910 1022551 885846 100 18920 1274 1.9 0.1

1911 1069324 941151 234 29982 2402 2.8 0.3

1912 1115521 1001437 341 37948 3115 3.4 0.3

1913 1157462 1047045 366 43447 3619 3.8 0.3

1914 1189179 1080772 382 46711 4042 3.9 0.4

1915 1204775 1113888 410 53564 5193 4.4 0.5

1916 1233412 1136383 426 59527 6126 4.8 0.5

1917 1257683 1156926 435 65553 7604 5.2 0.7

1918 1263164 1162996 469 67616 8445 5.4 0.7

1919 1269479 1169243 535 68628 8290 5.4 0.7

1920 1279682 1178307 641 90815 11209 7.1 1.0

1921 1290987 1187833 755 134719 17586 10.4 1.5

1922 1302260 1198178 900 197691 30983 15.2 2.6

1923 1319214 1215892 1040 254774 38544 19.3 3.2

1924 1330218 1229922 1152 286300 45922 21.5 3.7

1925 1392181 1301995 1242 313702 52039 22.5 4.0

1926 1398406 1306210 1309 331245 56502 23.7 4.3

1927 1398872 1308116 1395 340602 59435 24.3 4.5

1928 1400170 1311992 1463 346610 62974 24.8 4.8

1929 1407285 1321849 1620 354502 66106 25.2 5.0

1930 1471010 1388956 1750 364315 72160 24.8 5.2

1931 1486215 1398804 1860 368925 76888 24.8 5.5

1932 1522207 1432469 1980 385354 84720 25.3 5.9

1933 1547495 1453991 2020 435796 99751 28.2 6.9

1934 1582231 1487317 2133 491602 116092 31.1 7.8

1935 1649037 1553528 2274 548070 137092 33.2 8.8

1936 1673227 1571431 2417 604053 161653 36.1 10.3

1937 1710526 1604666 2503 665927 191457 38.9 11.9

1938 1744330 1635653 2599 765501 234588 43.9 14.3

1939 1764581 1661997 2727 872454 284907 49.4 17.1

1940 1841966 1742153 2851 977727 343223 53.1 19.7

1941 1938066 1836657 2973 1073419 426745 55.4 23.2

1942 2086428 1986384 3110 1197727 503460 57.4 25.3

1943 2124406 2040453 3717 1312228 600400 61.8 29.4

 （就学率単位　％）

（出典） 古川宣子「植民地近代社会における初等教育構造―朝鮮における非義務制と学校「普及」問題」（駒込武・
橋本伸也編『帝国と学校』、2007年４月）155頁より作成。



熊本学園大学　文学・言語学論集　第21巻第１号（2014年６月15日） （83）― 83 ―

(30)

に
伝
え
る
資
料
で
あ
る
。

漢
文
に
つ
い
て
は
右
に
述
べ
た
様
に
人
々
の
思
想
が
捕
は
れ
て
居
る
の
で
、
現
に
普
通
学
校
卒
業
生
の
漢
文
程
度
が
低
い
と
批

難
を
す
る
も
の
が
多
い
や
う
で
あ
る
。
…
…
故
に
普
通
教
育
を
受
け
た
も
の
が
更
に
、
書
堂
に
通
つ
て
漢
文
教
授
を
受
け
る
も

の
が
多
い
、
こ
れ
は
一
に
補
習
教
育
機
関
が
な
い
こ
と
も
一
つ
の
原
因
だ
ろ
う
が
兎
に
角
漢
文
を
し
な
け
れ
ば
出
世
が
で
き
な

い
と
云
ふ
程
漢
文
を
重
要
視
す
る
思
想
か
ら
で
あ
ら
う
と
思
ふ
。〔
中
略
〕

普
通
学
校
の
児
童
の
父
兄
は
田
舎
に
は
無
学
な
も
の
が
大
半
で
あ
る
。
そ
れ
で
も
自
分
の
無
学
を
嘆
い
て
、
自
分
の
子
に
は
是

非
教
育
を
施
し
て
人
と
往
復
す
る
日
常
の
用
を
弁
ず
る
手
紙
で
も
書
く
や
う
に
さ
せ
や
う
と
云
ふ
考
へ
で
学
校
へ
送
る
も
の
も

あ
る
や
う
で
あ
る
。
故
に
卒
業
す
れ
ば
も
う
そ
ん
な
こ
と
は
立
派
に
出
来
る
だ
ろ
う
と
思
つ
て
、
他
人
か
ら
来
た
手
紙
を
読
ま

せ
る
か
、
又
は
何
処
其
処
の
誰
に
ど
う
云
ふ
事
を
認
め
よ
と
言
ふ
も
四
年
間
勉
強
し
た
も
の
が
出
来
な
い
。
す
る
と
之
れ
が
人

の
口
か
ら
廻
つ
て
普
通
教
育
を
受
け
て
も
手
紙
一
枚
書
け
な
い
と
批
難
す
る
。
実
際
普
通
学
校
卒
業
生
の
漢
文
力
の
足
ら
ん
と

云
ふ
批
難
は
こ
こ
に
存
す
る
と
思
ふ
）
78
（

。

当
時
朝
鮮
の
伝
統
的
教
育
を
担
っ
て
い
た
の
は
、
右
の
資
料
に
も
登
場
す
る
書
堂
で
あ
っ
た
。
書
堂
は
朝
鮮
時
代
か
ら
連
綿

と
続
く
漢
文
教
授
を
中
心
と
し
た
私
設
の
伝
統
的
教
育
機
関
で
あ
っ
た
。
植
民
地
統
治
下
の
一
九
一
九
年
三
月
で
も
そ
の
数
は

二
万
三
五
五
六
と
朝
鮮
全
体
に
ま
さ
に
無
数
に
存
在
し
て
お
り
、
生
徒
数
も
二
六
万
二
五
六
四
人
に
達
し
て
い
た
の
で
あ
る
）
79
（

。
こ
れ

に
加
え
て
、
書
堂
そ
の
も
の
も
、
日
本
人
が
観
察
し
て
、「
先
生
は
固
、
儒
生
な
れ
ば
、
社
会
の
上
流
に
位
し
、
且
つ
学
童
及
其
の

父
兄
は
勿
論
、
近
隣
の
人
士
の
尊
敬
を
受
け
、
其
の
地
位
依
然
と
し
て
尚
旧
時
の
如
き
も
の
あ
り
）
80
（

」
と
形
容
す
る
ほ
ど
、
朝
鮮
人
社

会
か
ら
尊
敬
と
支
持
を
集
め
る
存
在
で
あ
っ
た
の
で
あ
る
。

そ
し
て
、
普
通
学
校
で
は
、
漢
文
教
授
の
不
十
分
さ
の
上
に
、
農
業
実
習
の
実
施
が
加
わ
る
こ
と
に
な
る
。
農
業
実
習
に
対
す
る

朝
鮮
人
側
の
反
発
を
直
接
示
す
資
料
は
皆
無
で
あ
る
。
た
だ
し
、
実
習
を
め
ぐ
っ
て
「
作
業
の
強
制
は
、
必
竟
之
を
厭
忌
せ
し
む
る
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原
因
と
な
る
に
あ
る
を
以
て
、
最
も
避
く
べ
き
事
で
あ
る
。
…
…
若
し
徒
に
之
を
強
制
し
、
或
は
厳
格
に
過
ぎ
た
る
方
法
に
て
、
一

時
的
労
作
を
要
求
し
た
る
結
果
、
反
情
を
起
し
実
に
面
白
か
ら
ざ
る
結
果
を
現
出
し
た
る
事
例
も
あ
り
た
る
を
以
て
、
十
分
に
考
慮

を
費
さ
ね
ば
な
ら
ぬ
）
81
（

」
と
、
実
習
の
無
理
な
強
制
を
戒
め
る
記
事
が
散
見
さ
れ
る
と
こ
ろ
を
見
る
と
、
朝
鮮
人
生
徒
か
ら
の
拒
否
反

応
は
決
し
て
小
さ
く
な
か
っ
た
の
で
は
な
い
か
と
推
察
さ
れ
る
。
そ
の
対
策
と
し
て
、
普
通
学
校
で
は
、
第
一
学
年
か
ら
花
卉
樹
木

の
植
栽
な
ど
の
作
業
を
実
施
し
て
「
視
覚
に
よ
り
美
的
感
情
を
惹
起
し
、
勤
労
に
対
す
る
精
神
の
快
感
を
覚
り
、
農
業
趣
味
の
一
端

を
解
せ
し
め
）
82
（

」
る
よ
う
努
め
、
事
前
に
農
業
実
習
の
準
備
を
行
わ
せ
る
な
ど
し
て
い
た
。
し
か
し
、
だ
か
ら
と
い
っ
て
、
農
業
実
習

に
対
す
る
拒
否
反
応
を
回
避
し
た
り
除
去
し
た
り
す
る
こ
と
は
非
常
に
困
難
で
あ
っ
た
と
考
え
ら
れ
る
。
農
業
教
育
を
め
ぐ
る
学
校

側
と
朝
鮮
人
側
の
認
識
の
相
違
は
、
一
〇
年
代
以
降
も
学
校
現
場
の
重
要
な
懸
案
と
し
て
残
り
続
け
て
い
く
の
で
あ
る
）
83
（

。

以
上
述
べ
た
一
〇
年
代
の
普
通
学
校
が
抱
え
て
い
た
限
界
性
は
確
か
に
深
刻
な
問
題
で
は
あ
っ
た
が
、
そ
の
こ
と
が
即
普
通
学
校

の
教
育
活
動
の
有
効
性
を
す
べ
て
否
定
す
る
わ
け
で
は
な
い
。

　

朝
鮮
の
普
通
学
校
が
、
併
合
前
に
日
本
側
の
教
育
行
政
介
入
の
下
で
い
か
な
る
意
図
と
方
式
を
も
っ
て
設
置
さ
れ
た
の
か
、
ま
た

一
〇
年
代
の
普
通
学
校
が
設
置
場
所
や
分
布
密
度
か
ら
見
て
ど
の
程
度
朝
鮮
人
社
会
に
浸
透
し
て
い
た
の
か
、
と
い
う
点
に
関
し
て

は
、
古
川
宣
子
の
研
究
が
詳
細
な
分
析
を
行
っ
て
い
る
。
古
川
宣
子
は
、
ま
ず
併
合
前
の
普
通
学
校
に
つ
い
て
、
義
務
教
育
制
不
採

用
方
針
が
と
ら
れ
、
学
校
経
営
方
法
や
教
育
方
法
、
ま
た
校
舎
や
器
具
な
ど
施
設
・
設
備
面
で
「
近
代
学
校
」
様
式
を
採
用
し
た
「
模

範
教
育
」
を
展
開
し
た
こ
と
、
道
や
府
行
政
官
庁
所
在
地
か
ら
設
置
さ
れ
、
数
的
な
著
し
い
劣
位
性
に
も
か
か
わ
ら
ず
階
梯
的
学
校

制
度
の
初
段
階
と
し
て
別
の
優
位
性
を
担
保
し
て
い
た
こ
と
、
を
指
摘
し
て
い
る
。
次
に
、
一
〇
年
代
の
普
通
学
校
に
つ
い
て
は
、

郡
庁
所
在
地
を
中
心
に
設
置
が
進
む
こ
と
で
、
そ
の
存
在
は
植
民
地
学
校
制
度
上
正
式
の
初
等
学
校
と
し
て
、
朝
鮮
人
の
生
活
圏
内

に
入
っ
た
と
い
え
る
の
で
は
な
い
か
、
と
分
析
し
て
い
る
）
84
（

。
し
た
が
っ
て
、
古
川
宣
子
の
研
究
成
果
を
踏
ま
え
た
と
き
、
一
〇
年
代

の
普
通
学
校
は
、
設
置
数
・
就
学
率
や
教
育
内
容
の
面
で
限
界
性
を
は
ら
み
つ
つ
も
、
一
方
で
確
実
に
有
効
性
を
確
保
し
、
さ
ら
に

時
期
を
経
る
に
し
た
が
っ
て
そ
の
影
響
力
を
増
し
て
い
っ
た
と
い
え
る
の
で
は
な
い
か
。
さ
ら
に
農
業
科
の
教
育
活
動
に
結
び
つ
け

て
い
い
か
え
れ
ば
、
普
通
学
校
は
、
就
学
す
る
極
め
て
貴
重
な
朝
鮮
人
生
徒
に
近
代
農
学
を
身
に
つ
け
さ
せ
「
模
範
」
的
な
農
民
に
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養
成
す
る
と
同
時
に
、
彼
ら
を
糸
口
と
し
て
周
辺
地
域
に
農
事

改
良
を
普
及
さ
せ
る
と
い
う
勧
農
機
関
と
し
て
の
役
割
を
果
た

し
て
い
た
と
考
え
ら
れ
る
の
で
あ
る
。

　

そ
こ
で
、
さ
ら
に
一
歩
進
ん
で
、
普
通
学
校
の
農
業
科
の
有

効
性
を
判
定
す
る
た
め
に
は
、
よ
り
実
証
的
な
検
討
が
必
要
と

な
っ
て
く
る
が
、
そ
れ
が
可
能
な
こ
の
時
期
の
資
料
は
管
見
の

限
り
で
は
残
さ
れ
て
い
な
い
。
そ
の
代
わ
り
に
間
接
的
な
資
料

で
は
あ
る
が
、
普
通
学
校
卒
業
者
の
進
路
状
況
に
関
す
る
統
計

資
料
を
利
用
し
て
若
干
の
考
察
を
試
み
る
こ
と
に
し
た
い
。

　

〔
表―

７
〕
は
『
朝
鮮
総
督
府
官
報
』
掲
載
の
公
立
普
通
学

校
卒
業
者
進
路
状
況
を
整
理
し
た
も
の
で
あ
る
。
こ
の
う
ち

一
九
一
九
年
の
卒
業
者
進
路
状
況
を
見
る
と
、
卒
業
者
総
数

一
万
一
五
九
二
名
に
対
し
て
最
も
多
い
の
が
家
業
従
事
者
で

七
五
五
八
名
、
六
五
・
二
％
、
次
い
で
官
立
学
校
・
実
業
学
校

な
ど
の
上
級
学
校
進
学
者
で
一
四
三
八
名
、
一
二
・
八
％
、
以

下
官
公
署
就
職
者
一
〇
二
三
名
、
八
・
八
％
、
銀
行
会
社
就
職

者
が
二
一
二
名
、
一
・
八
％
と
な
っ
て
い
る
。
こ
れ
ら
の
数
字

か
ら
普
通
学
校
の
農
業
教
育
の
効
果
を
評
価
す
る
こ
と
は
困
難

で
あ
る
が
、
家
業
従
事
者
中
の
相
当
数
は
卒
業
後
農
業
に
従
事

し
て
い
た
と
見
ら
れ
る
の
で
、
学
校
で
得
た
農
業
に
関
す
る
知

識
や
技
能
が
農
村
現
場
に
一
部
持
ち
込
ま
れ
る
契
機
に
な
っ
た

〔表－７〕　公立普通学校卒業者進路状況
卒 業 年 1912年 1913年 1914年 1917年 1918年 1919年
家業従事者 1542 2400 3146 5930 6897 7558
官公署就職者

562 629 302 1014
924 1023

銀行会社就職者 172 212
学校教員 ― ― ― ― 48 26

学校入学者

官立学校

京城専修学校 14 5 2 ― ― ―

医学講習所 17 15 2 ― ― ―

高等普通学校
199 252 272

289 350 427
女子高等普通学校 40 40 17

実業学校

農  業 181 484 873 454 497 456
商  業 75 146 189 166 153 161
工  業 21 29 25 36 30 36

簡易実業学校 ― ― ― 554 375 341

私立学校
一  般 152 219 305 381 265 354
宗  教 26 55 57 106 79 111

留  学 11 16 4 17 4 17
その他

107 115 380
385 612 822

死  亡 23 42 31
計 2907 4365 5557 9395 10488 11592

（出典）「普通学校卒業者状況」（『朝鮮総督府官報』580号、1914年７月８日付）112～113頁。
　　　  「学校卒業者状況」（『朝鮮総督府官報』1941号、1919年１月29日付）328～329頁。
　　　  「学校卒業者状況表」（『朝鮮総督府官報』2224号、1920年１月14日付）107～109頁。
　　　  「諸学校卒業者状況表」（『朝鮮総督府官報』2480号、1920年11月16日付）181頁。
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と
考
え
ら
れ
る
。
ま
た
、
上
級
学
校
進
学
者
が
一
二
％
余
り
に
上
り
、
総
督
府
の
方
針
に
反
し
て
普
通
学
校
が
進
学
の
た
め
の
初
段

階
と
し
て
朝
鮮
人
生
徒
に
利
用
さ
れ
て
い
る
側
面
が
垣
間
見
え
る
が
、
他
方
で
農
業
学
校
や
簡
易
農
業
学
校
へ
の
進
学
者
が
比
較
的

多
く
）
85
（

、
進
学
後
に
近
代
農
学
の
さ
ら
な
る
上
乗
せ
が
な
さ
れ
た
と
も
解
釈
で
き
る
。
そ
の
ほ
か
官
公
署
お
よ
び
銀
行
会
社
就
職
者
に

つ
い
て
は
個
別
の
就
職
先
は
不
明
で
あ
る
が
、
面
官
吏
な
ど
の
形
で
実
地
で
農
業
指
導
に
当
た
る
こ
と
に
な
っ
た
者
も
一
定
数
出
現

し
た
と
推
定
さ
れ
る
。
こ
の
よ
う
に
資
料
的
制
約
が
大
き
く
実
証
性
に
い
さ
さ
か
問
題
が
あ
る
と
は
い
え
、
普
通
学
校
で
の
農
業
教

育
に
よ
っ
て
朝
鮮
人
生
徒
を
媒
介
に
し
て
朝
鮮
農
村
に
近
代
的
科
学
的
農
業
技
術
が
浸
透
し
は
じ
め
た
こ
と
は
間
違
い
な
い
の
で
は

な
い
か
と
思
わ
れ
る
。

　

一
九
一
〇
年
代
の
普
通
学
校
の
農
業
科
は
、
以
上
見
た
よ
う
に
、
大
き
な
限
界
性
を
抱
え
つ
つ
も
植
民
地
農
政
の
「
担
い
手
」
を

育
成
す
べ
く
積
極
的
に
展
開
さ
れ
た
。
し
か
し
、
そ
の
試
み
は
植
民
地
統
治
の
初
期
と
い
う
こ
と
も
あ
り
、
学
校
教
員
に
と
っ
て
は

模
索
の
連
続
で
あ
っ
た
こ
と
は
想
像
に
難
く
な
い
。
以
下
の
資
料
に
は
そ
う
し
た
彼
ら
の
心
情
が
切
実
に
表
れ
て
い
る
。

本
校
所
在
地
に
あ
り
て
は
新
教
育
の
真
価
も
稍
理
解
せ
ら
れ
就
学
児
童
は
少
く
な
い
が
、
遠
隔
の
地
に
於
て
は
通
学
の
不
便
と

父
兄
の
頑
冥
な
る
見
解
の
為
に
入
学
す
る
も
の
は
極
め
て
少
数
で
あ
る
。
…
…
さ
れ
ば
両
班
は
そ
の
子
弟
を
し
て
入
学
せ
し
め

ず
、
一
門
集
り
て
勉
学
を
せ
し
め
て
居
る
。
本
校
に
て
は
百
方
手
を
尽
せ
ど
も
そ
の
効
が
少
な
い
。
目
下
時
勢
の
進
歩
と
共
に

彼
等
の
自
覚
を
待
つ
よ
り
外
に
施
す
べ
き
術
が
な
い
。
然
れ
ど
も
近
き
将
来
知
識
の
発
達
と
生
活
の
向
上
に
伴
ひ
、
農
耕
に
学

理
の
必
要
を
感
じ
、
商
業
に
機
敏
な
る
策
を
廻
さ
ざ
る
可
ら
ざ
る
時
期
の
来
る
べ
き
は
必
然
の
理
で
あ
る
）
86
（

。

　

朝
鮮
人
農
民
の
中
に
日
本
内
地
の
近
代
農
学
（
学
理
農
法
）
を
体
得
し
た
植
民
地
農
政
の
「
担
い
手
」
を
育
成
す
る
こ
と
、
そ
の

成
否
は
一
九
一
〇
年
代
と
い
う
短
い
期
間
だ
け
で
は
正
確
に
評
価
す
る
こ
と
が
で
き
な
い
。
し
か
し
な
が
ら
、
そ
う
し
た
試
み
が
こ

の
一
〇
年
代
に
政
策
的
に
開
始
さ
れ
た
こ
と
は
、
二
〇
年
代
以
降
の
植
民
地
農
政
の
遂
行
に
多
大
な
影
響
を
及
ぼ
す
結
果
に
な
っ
た

と
考
え
ら
れ
る
の
で
あ
る
。
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六　

お
わ
り
に

　

以
上
の
考
察
を
踏
ま
え
て
、
本
稿
の
結
論
を
ま
と
め
る
と
次
の
よ
う
に
な
る
。

　

植
民
地
朝
鮮
の
教
育
制
度
は
、
一
九
一
一
（
明
治
四
四
）
年
八
月
制
定
の
朝
鮮
教
育
令
に
よ
っ
て
確
立
を
見
た
が
、
朝
鮮
人
対
象

の
初
等
普
通
教
育
機
関
で
あ
る
普
通
学
校
に
お
い
て
、
国
語
（
日
本
語
）
科
と
並
ん
で
農
業
科
が
重
要
な
教
科
目
と
し
て
位
置
づ
け

ら
れ
た
こ
と
は
極
め
て
大
き
な
特
徴
で
あ
っ
た
。
そ
の
背
景
に
は
、
日
本
内
地
の
高
等
小
学
校
で
一
九
〇
八
年
以
降
農
業
科
の
設
置

が
広
く
普
及
し
た
こ
と
、
戊
申
詔
書
（
〇
八
年
一
〇
月
）
が
朝
鮮
の
新
た
な
教
育
方
針
の
機
軸
に
据
え
ら
れ
、
併
合
前
後
期
に
実
業

教
育
重
視
方
針
が
採
用
さ
れ
た
こ
と
、
と
い
う
二
つ
の
要
因
が
あ
っ
た
。
そ
の
結
果
、
農
業
科
は
法
令
上
の
規
定
と
は
異
な
り
、
準

必
修
科
目
と
し
て
取
り
扱
わ
れ
、
農
村
部
の
普
通
学
校
を
中
心
に
積
極
的
か
つ
広
範
囲
に
実
施
さ
れ
る
こ
と
に
な
っ
た
の
で
あ
る
。

確
か
に
朝
鮮
の
普
通
学
校
は
、
本
来
尋
常
小
学
校
に
該
当
す
る
学
校
で
あ
っ
た
が
、
青
年
層
を
含
む
幅
広
い
年
齢
の
朝
鮮
人
生
徒
が

就
学
す
る
現
実
を
踏
ま
え
、
む
し
ろ
高
等
小
学
校
と
同
様
の
「
完
成
教
育
」
を
施
す
学
校
と
し
て
想
定
さ
れ
て
い
た
と
考
え
ら
れ
る
。

　

普
通
学
校
の
農
業
科
の
教
育
内
容
は
、
教
室
内
で
こ
と
ば
を
介
し
て
農
業
に
関
す
る
知
識
・
情
報
を
学
習
す
る
学
科
と
、
教
室
外

で
体
を
動
か
し
て
農
作
物
の
栽
培
方
法
等
を
習
熟
す
る
農
業
実
習
の
二
つ
に
区
別
さ
れ
る
。
ま
た
教
育
全
体
を
通
じ
て
勤
労
を
尊
ぶ

道
徳
教
育
に
も
注
意
が
払
わ
れ
た
。
な
か
で
も
教
育
の
重
点
が
置
か
れ
た
の
は
農
業
実
習
で
あ
る
。
普
通
学
校
で
は
学
校
園
・
実
習

地
・
学
校
林
な
ど
の
施
設
が
整
備
さ
れ
、
第
三
・
四
学
年
の
生
徒
を
中
心
に
農
業
実
習
が
精
力
的
に
行
わ
れ
た
。
加
え
て
、
普
通
学

校
は
、
農
業
教
育
活
動
を
学
校
内
に
限
定
せ
ず
、
学
校
外
の
父
兄
、
卒
業
生
、
学
校
周
辺
地
域
に
ま
で
拡
大
さ
せ
、
あ
た
か
も
勧
農

機
関
で
あ
る
か
の
よ
う
な
役
割
も
果
た
し
て
い
た
。
最
も
多
く
見
ら
れ
た
の
は
、
朝
鮮
人
生
徒
・
父
兄
に
対
し
て
農
業
実
習
で
主
に

近
代
的
科
学
的
農
業
技
術
に
基
づ
い
て
生
産
し
た
農
産
物
や
種
苗
・
種
子
な
ど
を
配
布
す
る
活
動
で
あ
る
。
そ
れ
以
外
に
も
、
生
徒

に
「
一
坪
農
業
」
な
ど
の
自
宅
実
習
を
行
わ
せ
た
り
、
卒
業
生
に
農
業
指
導
や
家
庭
訪
問
を
行
っ
た
り
と
い
っ
た
多
彩
な
勧
農
活
動

を
展
開
し
た
。
こ
う
し
た
普
通
学
校
が
実
施
し
た
学
校
内
外
で
の
農
業
教
育
は
、
各
道
の
農
業
学
校
や
種
苗
場
な
ど
の
指
導
・
監
督

の
下
で
行
わ
れ
て
お
り
、
そ
れ
は
ま
さ
に
一
九
一
〇
年
代
を
通
じ
て
朝
鮮
農
村
に
勧
農
体
制
が
整
備
さ
れ
、
農
事
改
良
を
普
及
さ
せ
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る
「
装
置
」
と
し
て
機
能
し
は
じ
め
た
こ
と
を
意
味
す
る
も
の
で
あ
っ
た
。

　

も
ち
ろ
ん
一
〇
年
代
の
普
通
学
校
の
教
育
活
動
が
、
順
調
に
推
移
し
て
い
た
と
は
認
め
難
い
。
植
民
地
統
治
の
初
期
と
い
う
こ
と

も
あ
り
、
設
置
数
の
少
な
さ
、
就
学
率
の
低
さ
の
み
な
ら
ず
、「
近
代
学
校
」
と
し
て
の
教
育
内
容
そ
の
も
の
も
朝
鮮
人
側
に
受
け

入
れ
ら
れ
な
い
場
面
も
多
く
見
ら
れ
、
そ
の
限
界
性
は
深
刻
な
も
の
で
あ
っ
た
。
し
か
し
、
そ
の
一
方
で
、
普
通
学
校
が
こ
の
時
期

次
第
に
そ
の
有
効
性
を
確
保
し
つ
つ
あ
っ
た
の
も
事
実
で
あ
ろ
う
。
普
通
学
校
の
農
業
科
は
、
総
督
府
に
よ
っ
て
初
め
て
政
策
的
に

朝
鮮
人
農
民
の
中
か
ら
近
代
農
学
を
体
得
し
た
植
民
地
農
政
の
「
担
い
手
」
を
育
成
し
よ
う
と
す
る
試
み
で
あ
っ
た
。
資
料
的
制
約

か
ら
そ
の
成
否
を
正
確
に
評
価
す
る
こ
と
は
難
し
い
が
、
普
通
学
校
で
近
代
農
学
に
触
れ
た
朝
鮮
人
が
、
一
〇
年
代
に
農
村
現
場
に

輩
出
さ
れ
は
じ
め
た
こ
と
は
、
二
〇
年
代
以
降
の
植
民
地
農
政
の
遂
行
に
多
大
な
影
響
を
及
ぼ
す
結
果
と
な
っ
た
と
考
え
ら
れ
る
の

で
あ
る
。

　

や
が
て
三
・
一
独
立
運
動
に
直
面
し
た
朝
鮮
総
督
府
は
、
教
育
制
度
の
全
面
的
見
直
し
を
迫
ら
れ
、
一
九
二
二
（
大
正
一
一
）
年

二
月
、
新
た
な
教
育
制
度
と
し
て
第
二
次
朝
鮮
教
育
令
を
制
定
す
る
。
そ
の
中
で
「
三
面
一
校
」
計
画
の
下
、
普
通
教
育
の
充
実
が

優
先
さ
れ
、
実
業
教
育
は
後
退
し
た
と
い
わ
れ
て
い
る
。
と
こ
ろ
が
、
二
〇
年
代
後
半
に
入
る
と
、
普
通
学
校
で
卒
業
生
指
導
制
度

や
職
業
科
の
必
須
科
目
化
な
ど
、
実
業
教
育
の
復
活
と
も
呼
べ
る
動
き
が
見
ら
れ
る
こ
と
に
な
る
。
こ
れ
に
関
し
て
従
来
の
研
究
で

は
、
三
〇
年
代
以
降
の
農
村
振
興
運
動
や
皇
民
化
政
策
と
の
連
続
性
と
い
う
観
点
か
ら
の
み
分
析
を
行
っ
て
き
た
。
し
か
し
、
本
稿

で
実
証
的
に
明
ら
か
に
し
た
よ
う
に
、
す
で
に
一
〇
年
代
の
普
通
学
校
の
農
業
科
に
そ
の
原
型
は
存
在
し
て
い
た
の
で
あ
る
。
今
後

は
こ
う
し
た
本
稿
の
成
果
を
前
提
と
し
て
、
二
〇
年
代
以
降
の
教
育
政
策
・
農
業
政
策
の
動
向
を
再
検
証
し
、
新
た
な
歴
史
的
事
実

を
提
示
で
き
る
よ
う
に
し
た
い
と
考
え
て
い
る
。

〔
付
記
〕
本
稿
は
、
Ｊ
Ｓ
Ｐ
Ｓ
科
研
費
・
基
盤
研
究
（
Ｃ
）（
課
題
番
号25450351

）
の
助
成
を
受
け
た
研
究
成
果
の
一
部
で
あ
る
。
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註（
１
） 　

拙
稿
「
併
合
前
後
期
の
朝
鮮
に
お
け
る
勧
農
体
制
の
移
植
過
程―

本
田
幸
介
ほ
か
日
本
人
農
学
者
を
中
心
に―

」（
『
朝
鮮
学
報
』
二
二
三
輯
、

二
〇
一
二
年
）
参
照
。

（
２
） 　

農
林
省
農
務
局
編
纂
『
明
治
前
期
勧
農
事
蹟
輯
録
』
下
巻
（
大
日
本
農
会
、
一
九
三
九
年
）
一
七
六
五
〜
一
七
六
七
頁
。

（
３
） 　

本
稿
の
執
筆
に
当
た
り
、
牛
島
史
彦
『
農
業
後
継
者
の
近
代
的
育
成
』（
日
本
経
済
評
論
社
、
二
〇
〇
三
年
）
か
ら
多
く
の
有
益
な
示
唆
を
得
た
。

（
４
） 　

法
令
で
は
「
農
業
」「
農
業
初
歩
」
と
表
記
さ
れ
て
い
る
が
、
そ
の
ま
ま
で
は
教
科
目
と
し
て
把
握
し
に
く
い
こ
と
か
ら
、
本
稿
で
は
法
令
の
条
文

な
ど
正
式
な
教
科
目
を
示
す
必
要
が
あ
る
場
合
を
除
い
て
、
農
業
科
と
表
記
す
る
こ
と
と
す
る
。「
商
業
」「
手
工
」「
国
語
」
な
ど
他
の
教
科
目
に
つ

い
て
も
同
様
で
あ
る
。
ま
た
、
実
業
科
は
、「
農
業
」「
商
業
」「
手
工
」
な
ど
実
業
的
教
科
目
の
総
称
と
し
て
用
い
る
。

（
５
） 　

一
九
一
九
（
大
正
八
）
年
五
月
末
現
在
で
官
立
普
通
学
校
は
二
校
、
公
立
普
通
学
校
は
四
八
二
校
、
私
立
普
通
学
校
は
三
三
校
で
あ
っ
た
。
生
徒

数
は
官
立
普
通
学
校
四
六
一
名
、
公
立
普
通
学
校
八
万
四
三
〇
六
名
、
私
立
普
通
学
校
四
五
二
一
名
で
あ
っ
た
。
な
お
、
官
立
普
通
学
校
の
二
校
は

京
城
高
等
普
通
学
校
附
属
普
通
学
校
と
京
城
女
子
高
等
普
通
学
校
附
属
普
通
学
校
で
あ
る
（
『
大
正
八
年 

朝
鮮
諸
学
校
一
覧
』
朝
鮮
総
督
府
学
務
局
、

一
九
二
〇
年
、『
日
本
植
民
地
教
育
政
策
史
料
集
成
（
朝
鮮
篇
）
』
五
三
巻
収
録
）。

（
６
） 　

呉
成
哲
「
植
民
地
朝
鮮
の
普
通
学
校
に
お
け
る
職
業
教
育
」（
『
植
民
地
教
育
史
研
究
年
報
』
三
号
、
二
〇
〇
〇
年
）。

（
７
） 　

呉
成
哲
前
掲
論
文
と
同
様
の
視
角
か
ら
の
研
究
と
し
て
、
李
明
實
「
日
本
統
治
期
に
お
け
る
朝
鮮
総
督
府
の
「
卒
業
生
指
導
」
」（
『
筑
波
大
学
教
育

系
論
集
』
二
二
巻
一
号
、
一
九
九
七
年
）、
井
上
薫
「
日
帝
下
朝
鮮
に
お
け
る
実
業
教
育
政
策―

一
九
二
〇
年
代
の
実
科
教
育
、
補
習
教
育
の
成
立
過
程
」

（
渡
部
宗
助
・
竹
中
憲
一
編
『
教
育
に
お
け
る
民
族
的
相
克 

日
本
植
民
地
教
育
史
論
Ⅰ
』
東
方
書
店
、
二
〇
〇
〇
年
）
な
ど
が
あ
る
。

（
８
） 　

稲
葉
継
雄
『
朝
鮮
植
民
地
教
育
政
策
史
の
再
検
討
』（
九
州
大
学
出
版
会
、
二
〇
一
〇
年
）。

（
９
） 　

そ
の
ほ
か
植
民
地
朝
鮮
・
台
湾
の
初
等
教
育
機
関
に
お
け
る
実
業
教
育
に
言
及
し
た
も
の
と
し
て
、
永
田
英
治
「
実
業
的
理
科
・
作
業
理
科
の
二
重

性―

朝
鮮
総
督
府
『
初
等
理
科
書
』『
初
等
理
科
』
と
文
部
省
『
初
等
科
理
科
』
の
教
材
観―

」（
『
植
民
地
教
育
史
研
究
年
報
』
三
号
、
二
〇
〇
〇
年
）、

高
嶋
朋
子
「
大
正
期
「
在
台
内
地
人
」
教
育
に
関
す
る
一
考
察―

台
湾
高
等
小
学
校
に
よ
る
中
等
教
育
機
関
の
補
完
と
実
業
教
育
路
線
へ
の
変
更
に
つ

い
て―

」（
『
同
志
社
女
子
大
学
大
学
院
文
学
研
究
科
紀
要
』
九
号
、
二
〇
〇
九
年
）
が
あ
る
。

（
10
） 　

森
下
一
期
「
普
通
教
育
に
お
け
る
職
業
教
育
に
関
す
る
一
考
察―

１
９
１
１
（
Ｍ
４
４
）
年
小
学
校
令
改
正
後
の
高
等
小
学
校
の
実
業
科
を
中
心
に

―

」（
『
名
古
屋
大
学
教
育
学
部 

教
育
学
科
』
三
五
巻
、
一
九
八
九
年
）。

（
11
） 　

大
河
内
信
夫
「
戦
前
小
学
校
で
実
施
さ
れ
た
「
一
坪
農
業
」
に
つ
い
て
の
一
考
察―
高
等
小
学
校
農
業
科
の
実
習
と
の
関
連
に
お
い
て―

」（
『
技
術

教
育
学
研
究
』
六
、一
九
九
〇
年
）、
同
「
文
部
省
著
作
高
等
小
学
校
農
業
科
用
教
科
書
の
変
遷
」（
『
静
岡
大
学
教
育
学
部
研
究
報
告 

教
科
教
育
学
篇
』

二
二
号
、
一
九
九
一
年
）。
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（
12
）　

三
羽
光
彦
『
高
等
小
学
校
制
度
史
研
究
』（
法
律
文
化
社
、
一
九
九
三
年
）

（
13
） 　

朝
鮮
教
育
令
第
四
条
。

（
14
）　

朝
鮮
教
育
令
第
五
条
。

（
15
）　

朝
鮮
教
育
令
第
八
条
。

（
16
）　

朝
鮮
教
育
令
第
九
条
。

（
17
）　

朝
鮮
教
育
令
第
一
〇
条
。

（
18
）　

普
通
学
校
規
則
第
六
条
。

（
19
）　

弓
削
幸
太
郎
に
関
し
て
は
、
稲
葉
継
雄
前
掲
書
、
一
九
〇
〜
一
九
一
頁
に
詳
し
い
。

（
20
）　

弓
削
幸
太
郎
『
朝
鮮
の
教
育
』（
自
由
討
究
社
、
一
九
二
三
年
）
一
三
九
頁
。

（
21
）　

南
庄
之
助
「
農
村
に
於
け
る
普
通
学
校
の
経
営
」（
『
朝
鮮
教
育
研
究
会
雑
誌
』
九
号
、
一
九
一
六
年
六
月
）
二
頁
。

（
22
）　

「
始
政
五
年
共
進
会
記
念
号 
第
四
章 

教
育
」（
『
朝
鮮
彙
報
』
大
正
四
年
九
月
号
、
一
九
一
五
年
九
月
）
七
五
頁
。

（
23
）　

ち
な
み
に
、
日
本
人
生
徒
を
対
象
と
す
る
朝
鮮
の
小
学
校
に
お
け
る
農
業
科
の
加
設
状
況
を
見
て
お
く
と
、
小
学
校
三
〇
〇
校
中
、
農
業
科
を
課
す

も
の
は
五
一
校
で
一
七
％
、
商
業
科
を
課
す
も
の
は
数
校
、
手
工
科
を
課
す
も
の
は
一
一
五
校
で
三
八
・
三
％
で
あ
っ
た
（
同
右
、
六
二
頁
）。
朝
鮮
の

小
学
校
の
場
合
、
普
通
学
校
と
比
較
し
て
実
業
科
の
加
設
率
が
低
く
、
か
つ
農
業
科
よ
り
も
手
工
科
の
加
設
が
多
い
の
が
特
徴
で
あ
っ
た
。
こ
れ
は
日

本
内
地
の
尋
常
小
学
校
が
手
工
科
の
み
を
加
設
科
目
と
し
て
い
た
こ
と
に
起
因
す
る
。
た
だ
し
、
朝
鮮
で
は
、
一
九
一
五
（
大
正
四
）
年
三
月
二
五
日

の
小
学
校
令
中
改
正
に
よ
り
、
尋
常
小
学
校
第
五
・
六
学
年
に
土
地
の
状
況
に
よ
っ
て
「
農
業
」
も
し
く
は
「
商
業
」
を
課
す
る
こ
と
が
可
能
と
な
っ
た
。

な
お
、
こ
れ
に
つ
い
て
朝
鮮
総
督
府
嘱
託
の
本
庄
正
雄
は
、「
か
く
尋
常
小
学
校
に
農
業
科
を
課
す
る
と
云
ふ
こ
と
は
、
ま
だ
内
地
で
も
実
行
さ
れ
て

居
な
い
が
、
朝
鮮
総
督
府
で
先
鞭
を
つ
け
た
事
は
、
先
づ
大
胆
な
る
試
み
と
い
ふ
べ
き
で
あ
る
」
と
の
評
価
を
下
し
て
い
る
（
本
庄
正
雄
「
尋
常
小
学

校
に
於
け
る
農
業
科
に
就
い
て
」『
朝
鮮
教
育
研
究
会
雑
誌
』
二
四
号
、
一
九
一
七
年
九
月
、
一
頁
）。

（
24
）　

小
学
校
ノ
学
科
及
其
程
度
第
三
条
（
『
明
治
以
降
教
育
制
度
発
達
史
』
三
巻
、
教
育
資
料
調
査
会
、
一
九
三
八
年
、
三
九
頁
）
お
よ
び
森
下
前
掲
論
文
、

二
二
五
〜
二
二
七
頁
。

（
25
）　

小
学
校
令
第
二
〇
条
（
『
明
治
以
降
教
育
制
度
発
達
史
』
四
巻
、
教
育
資
料
調
査
会
、
一
九
三
八
年
、
四
九
頁
）
お
よ
び
三
羽
前
掲
書
、
一
五
五
〜

一
五
七
頁
。

（
26
）　

三
羽
前
掲
書
、
一
五
四
〜
一
五
五
頁
。

（
27
）　

『
明
治
以
降
教
育
制
度
発
達
史
』
四
巻
、
一
三
二
頁
、
森
下
前
掲
論
文
、
二
二
五
〜
二
二
七
頁
、
三
羽
前
掲
書
、
一
五
九
〜
一
六
〇
頁
。

（
28
）　

『
明
治
以
降
教
育
制
度
発
達
史
』
五
巻
（
教
育
資
料
調
査
会
、
一
九
三
九
年
）
二
八
〜
二
九
頁
、
森
下
前
掲
論
文
、
二
二
五
〜
二
二
九
頁
。
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（
29
）　

『
明
治
以
降
教
育
制
度
発
達
史
』
五
巻
、
六
七
、七
一
〜
七
四
頁
お
よ
び
森
下
前
掲
論
文
、
二
二
五
〜
二
三
四
頁
、
三
羽
前
掲
書
、
一
五
九
〜
一
六
〇

頁
。

（
30
）　

森
下
前
掲
論
文
、
二
三
四
〜
二
四
〇
頁
。

（
31
）　

『
明
治
以
降
教
育
制
度
発
達
史
』
五
巻
、
八
〜
九
頁
お
よ
び
尾
崎
ム
ゲ
ン
「
戊
申
詔
書
と
教
育
」（
『
季
刊
日
本
思
想
史
』
七
号
、
一
九
七
八
年
）

九
三
〜
九
七
頁
、
千
田
栄
美
「
戊
申
詔
書
の
発
布
と
そ
の
反
響
」（
『
日
本
の
教
育
史
学
』
四
四
集
、
二
〇
〇
一
年
）
四
五
〜
五
一
頁
。

（
32
）　

「
詔
書
と
文
部
大
臣
」（
『
教
育
時
論
』
八
四
七
号
、
一
九
〇
八
年
一
〇
月
二
五
日
）
三
五
頁
。

（
33
）　

尾
崎
前
掲
論
文
、
九
六
〜
九
七
、一
〇
一
〜
一
〇
六
頁
。

（
34
）　

本
間
千
景
『
韓
国
「
併
合
」
前
後
の
教
育
行
政
と
日
本
』（
思
文
閣
出
版
、
二
〇
一
〇
年
）
六
三
〜
六
六
頁
。

（
35
）　

「
韓
国
併
合
ニ
関
ス
ル
諭
告
」（
『
朝
鮮
統
治
三
年
間
成
績
』
朝
鮮
総
督
府
、
一
九
一
四
年
）
附
録
四
頁
。

（
36
）　

『
官
報
』
三
五
四
六
号
（
議
政
府
官
報
課
、
一
九
〇
六
年
八
月
三
一
日
付
）
七
〇
〜
七
二
頁
（
『
旧
韓
国
官
報
』〔
復
刻
版
〕
一
三
巻
、
亜
細
亜
文
化
社
、

一
九
七
三
年
）。

（
37
）　

〔
隈
本
繁
吉
〕『
学
制
及
其
他
ニ
関
ス
ル
意
見
』（
『
日
本
植
民
地
教
育
政
策
史
料
集
成
（
朝
鮮
篇
）
』
六
九
巻
収
録
）
八
頁
。

（
38
）　

澤
誠
太
郎
『
農
業
教
育
ニ
関
ス
ル
意
見
』（
『
日
本
植
民
地
教
育
政
策
史
料
集
成
（
朝
鮮
篇
）
』
六
九
巻
収
録
）
四
一
頁
。

（
39
）　

朝
鮮
教
育
令
制
定
が
近
づ
く
中
で
、
寺
内
正
毅
総
督
が
「
学
科
に
於
て
は
実
業
的
科
目
を
多
く
し
、
空
理
空
論
に
走
ら
し
む
る
餘
弊
あ
る
学
科
は
課

せ
ざ
る
方
針
を
採
る
べ
し
。
…
…
教
育
勅
語
は
本
土
に
於
け
る
が
如
く
、
取
扱
は
ず
寧
ろ
戊
申
詔
書
に
よ
り
て
、
修
身
を
説
き
之
に
多
少
儒
教
主
義
を

加
味
す
べ
し
」
と
の
方
針
を
確
定
し
た
と
あ
る
（
「
朝
鮮
の
新
教
育
制
度
」『
教
育
時
論
』
九
二
九
号
、
一
九
一
一
年
二
月
五
日
、
三
九
頁
）。

（
40
）　

「
普
通
学
校
教
監
講
習
会
情
況
」（
『
朝
鮮
総
督
府
官
報
』
三
一
五
号
、
一
九
一
一
年
九
月
一
四
日
付
）
九
六
頁
。

（
41
）　

「
各
道
内
務
部
長
ニ
対
ス
ル
訓
示
」（
水
野
直
樹
編
『
朝
鮮
総
督
諭
告
・
訓
示
集
成
』
１
、
緑
蔭
書
房
、
二
〇
〇
一
年
）
一
三
六
頁
。

（
42
）　

〔
寺
内
正
毅
〕『
朝
鮮
学
制
案
ノ
要
旨
』（
『
日
本
植
民
地
教
育
政
策
史
料
集
成
（
朝
鮮
篇
）
』
六
九
巻
収
録
）
附
表
。
一
方
で
、
隈
本
繁
吉
『
朝
鮮
公

立
普
通
学
校
及
官
立
諸
学
校
整
理
案
』
や
隈
本
事
務
官
『
普
通
学
校
教
科
課
程
改
正
要
項
案
』（
ど
ち
ら
も
『
史
料
集
成
』
六
九
巻
収
録
）
で
は
、
農

業
科
の
毎
週
教
授
時
数
は
空
欄
と
な
っ
て
い
る
。

（
43
）　

「
咸
鏡
南
道
普
通
学
校
農
業
施
設
標
準
」（
『
朝
鮮
教
育
研
究
会
雑
誌
』
一
九
号
、
一
九
一
七
年
四
月
）
四
一
頁
。

（
44
）　

同
右
、
四
一
〜
四
二
頁
。
な
お
、
こ
こ
で
い
う
咸
鏡
南
道
の
五
大
必
行
事
項
と
は
、
一
九
一
四
年
一
月
三
一
日
公
布
の
咸
鏡
南
道
諭
告
「
農
事
改
良

必
行
事
項
」
を
指
す
と
考
え
ら
れ
る
。
具
体
的
に
は
、「
第
一
、
大
豆
粒
種
及
品
種
混
同
防
止
」「
第
二
、
堆
肥
製
造
」「
第
三
、
人
糞
尿
ノ
使
用
」「
第
四
、

畜
牛
飼
料
乾
草
製
造
」「
第
五
、
畜
牛
ノ
増
殖
」
の
五
項
目
で
あ
る
（
「
農
事
改
良
必
行
事
項
」『
朝
鮮
総
督
府
官
報
』
四
六
三
号
、
一
九
一
四
年
二
月

一
七
日
付
、
一
七
四
〜
一
七
七
頁
）。
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（
45
）　

李
軒
求
「
農
業
科
教
授
に
就
い
て
」（
『
朝
鮮
教
育
研
究
会
雑
誌
』
三
五
号
、
一
九
一
八
年
八
月
）
三
七
頁
。
な
お
、
李
軒
求
は
京
畿
道
・
汶
山
公
立

普
通
学
校
訓
導
で
あ
っ
た
。

（
46
）　

南
庄
之
助
前
掲
「
農
村
に
於
け
る
普
通
学
校
の
経
営
」
四
頁
。

（
47
）　

同
右
、
五
頁
。

（
48
）　

前
掲
「
咸
鏡
南
道
普
通
学
校
農
業
施
設
標
準
」
四
二
〜
四
三
頁
。

（
49
）　

「
普
通
学
校
に
於
け
る
勤
倹
の
徳
性
涵
養
」（
『
朝
鮮
彙
報
』
大
正
五
年
一
月
号
、
一
九
一
六
年
一
月
）
一
二
八
〜
一
二
九
頁
。

（
50
）　

例
え
ば
、
隈
本
繁
吉
は
、
教
育
令
制
定
以
前
の
普
通
学
校
に
つ
い
て
、「
此
等
ノ
普
通
学
校
ハ
何
レ
モ
卑
近
適
切
ヲ
旨
ト
シ
実
用
ノ
智
識
技
能
ヲ
授

ク
ル
ニ
力
メ
当
該
地
方
ノ
状
況
ニ
応
シ
テ
農
商
等
ノ
実
業
科
ヲ
加
ヘ
若
ク
ハ
農
圃
、
農
園
、
学
校
林
等
ヲ
設
ケ
学
徒
ヲ
シ
テ
勤
労
ノ
習
慣
ヲ
養
ハ
シ
メ

遊
衣
徒
食
ノ
弊
習
ヲ
一
洗
セ
ン
コ
ト
ヲ
期
セ
リ
此
等
ノ
施
設
ハ
地
方
民
ノ
歓
迎
ス
ル
所
ニ
シ
テ
現
ニ
春
川
ノ
如
キ
群
山
ノ
如
キ
啻
ニ
学
徒
ニ
対
ス
ル
教

育
上
奏
効
シ
ツ
ツ
ア
ル
ノ
ミ
ナ
ラ
ズ
地
方
農
民
ヲ
啓
発
シ
彼
等
ヲ
シ
テ
来
リ
倣
ハ
シ
ム
ル
モ
ノ
尠
カ
ラ
ズ
ト
云
フ
」
と
記
述
し
て
い
る
（
隈
本
繁
吉
『
学

政
ニ
関
ス
ル
意
見
』
二
二
〜
二
三
頁
、
一
九
一
〇
年
、『
日
本
植
民
地
教
育
政
策
史
料
集
成
（
朝
鮮
篇
）
』
六
九
巻
収
録
）。

（
51
）　

「
学
制
実
施
ニ
関
ス
ル
件
」（
『
朝
鮮
総
督
府
官
報
』
三
五
五
号
、
一
九
一
一
年
一
一
月
一
日
付
）
一
頁
。

（
52
）　

前
掲
「
咸
鏡
南
道
普
通
学
校
農
業
施
設
標
準
」
四
一
頁
。

（
53
）　

同
右
、
四
二
頁
。

（
54
）　

前
掲
「
農
村
に
於
け
る
普
通
学
校
の
経
営
」
七
〜
八
頁
。

（
55
）　

「
学
校
林
設
営
ニ
関
ス
ル
件
」（
『
朝
鮮
総
督
府
官
報
』
三
三
七
号
、
一
九
一
一
年
一
〇
月
一
〇
日
付
）
五
五
〜
五
六
頁
。

（
56
）　

福
島
百
蔵
「
公
立
普
通
学
校
農
業
実
習
に
関
す
る
意
見
」（
『
朝
鮮
彙
報
』
大
正
四
年
七
月
号
、
一
九
一
五
年
七
月
）
一
三
六
頁
。
福
島
百
蔵
は
、

一
九
一
四
年
夏
に
西
鮮
地
方
、
一
五
年
夏
に
南
鮮
地
方
の
各
公
立
普
通
学
校
の
農
業
実
習
状
況
を
視
察
し
て
い
る
。
こ
の
記
事
は
そ
の
視
察
報
告
で
あ

り
、
公
立
普
通
学
校
に
お
け
る
農
業
実
習
の
欠
点
と
匡
正
案
が
一
七
項
目
列
挙
さ
れ
て
い
る
。
ち
な
み
に
、
実
習
地
の
適
正
規
模
に
関
し
て
は
、
平
均

一
人
当
た
り
八
・
七
五
坪
な
い
し
は
一
七
・
五
坪
が
適
当
で
あ
る
と
し
、
実
習
生
徒
八
〇
人
の
場
合
は
二
反
三
畝
一
〇
歩
（
七
〇
〇
坪
）
な
い
し
は
四
反

六
畝
二
〇
歩
（
一
四
〇
〇
坪
）
程
度
が
適
正
規
模
で
あ
る
と
述
べ
て
い
る
。

（
57
）　

「
公
立
普
通
学
校
内
地
人
教
員
夏
季
講
習
会
情
況
」（
『
朝
鮮
総
督
府
月
報
』
四
巻
九
号
、
一
九
一
四
年
一
一
月
）
一
〇
八
〜
一
一
一
頁
。

（
58
）　

「
実
業
学
校
教
員
講
習
会
」（
『
朝
鮮
彙
報
』
大
正
五
年
一
〇
月
号
、
一
九
一
六
年
一
〇
月
）
一
九
八
〜
二
〇
〇
頁
。

（
59
）　

こ
う
し
た
普
通
学
校
の
状
況
は
以
下
の
記
述
に
よ
く
描
写
さ
れ
て
い
る
。「
現
今
普
通
学
校
の
児
童
の
年
齢
を
見
た
ら
、
内
地
否
朝
鮮
で
も
も
う
専

門
学
校
を
終
へ
て
実
社
会
に
活
動
す
る
年
齢
の
も
の
が
中
に
は
未
だ
多
い
。
何
処
の
普
通
学
校
へ
行
つ
て
見
て
も
丁
度
都
会
に
高
い
煙
突
が
ボ
ツ
ボ
ツ

有
る
が
如
く
、
細
ま
い
十
二
三
歳
の
児
童
中
に
太
く
て
背
の
高
い
、
而
も
鬚
も
先
生
よ
り
多
く
生
や
し
て
、
子
女
ま
で
持
つ
た
や
う
な
も
の
が
交
つ
て
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居
る
」（
趙
炳
奎
「
普
通
学
校
の
漢
文
教
授
に
つ
い
て
」『
朝
鮮
教
育
研
究
会
雑
誌
』
三
七
号
、
一
九
一
八
年
一
〇
月
、
四
〇
頁
）。

（
60
）　

大
野
謙
一
『
朝
鮮
教
育
問
題
管
見
』
で
も
、「
農
業
初
歩
の
如
き
は
教
育
令
実
施
後
日
な
ら
ず
し
て
殆
ん
ど
総
て
の
農
村
学
校
に
之
れ
が
実
施
を
見
、

実
習
地
の
得
易
き
こ
と
収
容
児
童
の
年
齢
の
長
じ
居
る
こ
と
等
の
好
条
件
と
相
俟
て
事
実
上
重
要
な
る
必
須
科
目
の
一
つ
と
し
て
顕
著
な
る
成
績
を
挙

げ
る
こ
と
を
得
た
こ
と
で
あ
る
」
と
記
述
さ
れ
て
い
る
（
大
野
謙
一
『
朝
鮮
教
育
問
題
管
見
』
朝
鮮
教
育
会
、
一
九
三
六
年
、
六
一
頁
）。

（
61
）　

「
公
立
普
通
学
校
講
習
会
状
況
」（
『
朝
鮮
総
督
府
月
報
』
二
巻
八
号
、
一
九
一
二
年
八
月
）
九
四
〜
九
五
頁
。

（
62
）　

「
普
通
学
校
に
於
け
る
勤
倹
の
徳
性
涵
養
」（
『
朝
鮮
彙
報
』
大
正
四
年
一
二
月
号
、
一
九
一
五
年
一
二
月
）
一
〇
二
〜
一
〇
三
頁
。

（
63
）　

「
学
校
に
於
け
る
施
設
が
地
方
の
教
化
に
好
影
響
を
与
へ
し
事
例
」（
『
朝
鮮
教
育
研
究
会
雑
誌
』
三
〇
号
、
一
九
一
八
年
三
月
）
二
六
〜
二
七
頁
。

（
64
）　

南
庄
之
助
前
掲
「
農
村
に
於
け
る
普
通
学
校
の
経
営
」
一
三
〜
一
七
頁
。

（
65
）　

大
河
内
前
掲
「
戦
前
小
学
校
で
実
施
さ
れ
た
「
一
坪
農
業
」
に
つ
い
て
の
一
考
察
」
参
照
。

（
66
）　

前
掲
「
農
村
に
於
け
る
普
通
学
校
の
経
営
」
一
三
〜
一
七
頁
。

（
67
）　

同
右
、
一
七
〜
一
八
頁
。

（
68
）　

前
掲
「
普
通
学
校
に
於
け
る
勤
倹
の
徳
性
涵
養
」（
『
朝
鮮
彙
報
』
大
正
五
年
一
月
号
）
一
二
七
〜
一
二
八
頁
。

（
69
）　

同
右
、
一
二
八
頁
。

（
70
）　

前
掲
「
公
立
普
通
学
校
長
講
習
会
状
況
」
九
三
〜
九
四
頁
。

（
71
）　

「
公
立
普
通
学
校
の
卒
業
生
指
導
」（
『
朝
鮮
彙
報
』
大
正
四
年
一
〇
月
号
、
一
九
一
五
年
一
〇
月
）
一
二
七
頁
。

（
72
）　

同
右
、
一
二
七
〜
一
二
八
頁
。

（
73
）　

『
大
正
五
年
十
二
月 

農
業
学
校
長
会
同
聴
取
事
項
答
申
書
』（
朝
鮮
総
督
府
、
一
九
一
六
年
）
八
七
〜
八
九
頁
。

（
74
）　

同
右
書
、
八
八
頁
。

（
75
）　

同
右
書
、
九
〇
頁
。

（
76
）　

「
新
設
公
立
普
通
学
校
ノ
状
況
」（
『
朝
鮮
総
督
府
月
報
』
二
巻
一
〇
号
、
一
九
一
二
年
一
〇
月
）
一
二
二
頁
。

（
77
）　

弓
削
幸
太
郎
も
一
〇
年
代
を
回
顧
し
て
、「
万
一
普
通
学
校
で
漢
文
を
教
へ
な
か
つ
た
な
ら
当
時
学
校
に
生
徒
を
送
る
父
兄
は
殆
ん
ど
絶
無
で
あ
つ

た
と
信
ず
る
」
と
率
直
に
の
べ
て
い
る
（
弓
削
幸
太
郎
前
掲
書
、
一
三
八
頁
）。

（
78
）　

前
掲
「
普
通
学
校
の
漢
文
教
授
に
つ
い
て
」
三
八
〜
三
九
、四
二
頁
。

（
79
）　

前
掲
『
大
正
八
年 

朝
鮮
諸
学
校
一
覧
』
二
一
七
〜
二
一
八
頁
。

（
80
）　

高
木
善
人
「
書
堂
に
就
て
」（
『
朝
鮮
教
育
会
雑
誌
』
三
二
号
、
一
九
一
四
年
九
月
）
二
三
頁
。

（
81
）　

大
塚
忠
衞
「
普
通
学
校
に
於
け
る
作
業
訓
練
」（
『
朝
鮮
教
育
研
究
会
雑
誌
』
三
〇
号
、
一
九
一
八
年
三
月
）
九
頁
。
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（
82
）　

前
掲
「
咸
鏡
南
道
普
通
学
校
農
業
施
設
標
準
」
四
〇
〜
四
一
頁
。

（
83
）　

一
九
一
〇
年
代
の
普
通
学
校
に
対
す
る
朝
鮮
人
側
の
認
識
を
示
す
資
料
と
し
て
以
下
の
よ
う
な
記
述
も
あ
る
。「
然
る
に
学
校
は
書
堂
と
は
違
ひ
、

農
業
実
習
を
や
つ
た
り
、
体
操
を
し
た
り
し
て
、
彼
等
の
不
必
要
と
考
へ
る
事
を
な
す
故
に
、
一
部
分
の
人
は
子
弟
を
学
校
に
出
さ
な
い
の
で
あ
る
。

此
の
外
学
校
に
は
、
遊
ぶ
時
間
が
多
い
と
か
、
或
は
漢
文
が
足
り
な
い
と
か
等
種
々
雑
多
の
非
難
を
言
ふ
」（
金
漢
奎
「
生
徒
募
集
四
年
間
の
所
感
」『
朝

鮮
教
育
研
究
会
雑
誌
』
三
五
号
、
一
九
一
八
年
八
月
、
二
八
頁
）。

（
84
）　

古
川
宣
子
「
植
民
地
近
代
社
会
に
お
け
る
初
等
教
育
構
造―

朝
鮮
に
お
け
る
非
義
務
制
と
学
校
「
普
及
」
問
題―

」（
駒
込
武
・
橋
本
伸
也
編
『
帝

国
と
学
校
』
四
章
、
昭
和
堂
、
二
〇
〇
七
年
）。

（
85
）　

農
業
学
校
に
関
し
て
は
、
拙
稿
「
１
９
１
０
年
代
の
朝
鮮
に
お
け
る
公
立
農
業
学
校―

植
民
地
期
朝
鮮
の
勧
農
体
制
と
関
連
し
て―

」（
『
東
北
亜
文

化
研
究
』
一
三
、二
〇
〇
七
年
）、
簡
易
農
業
学
校
に
関
し
て
は
、
拙
稿
「
１
９
１
０
年
代
の
朝
鮮
に
お
け
る
簡
易
農
業
学
校―

朝
鮮
の
実
業
補
習
学
校

の
前
史
と
し
て―

」（
『
海
外
事
情
研
究
』
三
八
巻
二
号
、
二
〇
一
一
年
）
を
参
照
さ
れ
た
い
。

（
86
）　

芳
尾
喜
太
郎
「
我
校
に
於
け
る
第
一
学
年
初
期
の
取
扱
に
就
き
て
」（
『
朝
鮮
教
育
研
究
会
雑
誌
』
五
四
号
、
一
九
二
〇
年
三
月
）
四
三
〜
四
四
頁
。


